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婦中町は富山県のほぼ中央に位置し、西部は呉羽丘陵が連なり、そこから東に立山連峰

を仰ぎ見ることが出来ます。東部は神通川・井田川に育まれた水田地帯が広がる緑豊かな

地であります。古来から人々にとって大変暮らしやすい場所であったようで、呉羽丘陵を

中心に、県内でも屈指の埋蔵文化財の宝庫であることが知られています。

本書で報告する鍛冶町遺跡は、平成11年度に発見された遺跡です。この度、一般国道35

9号道路改築改良工事に先立ち調査致しました。2カ年にわたる調査では、弥生時代後期

後半から古墳時代前期の遺構・遺物をはじめ、奈良・平安時代や、中世の遺構・遺物が見

っかり、この地域は、長い間人々が暮らしていくのに利用されつづけてきた、ということ

がわかりました。また、鍛冶町遺跡は、「千坊山遺跡群」を構成する遺跡のひとつです。「千

坊山遺跡群」とは千坊山遺跡を中心とする、弥生時代から古墳時代にかけての集落と墓城

がセッ吊こなっている遺跡群のことで、近年試掘調査が行われ、大きな成果がありました。

その文化の独自性、保存状態の良さなど、全国的にみても大変貴重なものです。本遺跡の

調査では、そのような当時の生活の一端を窺い知ることのできる資料を得ることができま

した。

本書はこうした調査の成果をまとめたものであり、今後の調査研究を進める上で参考に

して頂きますとともに、埋蔵文化財のご理解に役立てて頂ければ幸いと思います。

終わりに、地元の方々をはじめ、調査に多大なご協力をいただきました関係各位に、深

く感謝申し上げます。

平成15年3月

婦中町教育委員会

教育長　　宮　島　信　一



例　　　　　呂
かんじゃまち

1本書は、富山県婦負郡婦中町長沢地内に所在する鍛冶町遺跡の埋蔵文化財調査報告である。

2　発掘調査は、一般国道359号道路（婦中西バイパス）改築改良工事に先立ち、富山県富山土木事務所の依頼を受

け婦中町教育委員会が実施した。

3　調査期間・面積は以下のとおりである。

試掘調査　平成11年9月9日～平成11年9月10日　　　発掘調査面積　　23が

試掘調査　平成11年11月16日～平成11年11月20日　　　発掘調査面積　135が

本調査　平成12年5月17日～平成12年12月25日　　　発掘調査面積　2，650扉

本調査　平成13年5月21日～平成13年11月30日　　　発掘調査面積1，920汀f

4　現地調査、遺物整理、報告書作成業務の体制は以下のとおりである。

調査事務局：婦中町教育委員会生涯学習課　平成11年度　　課長　見波重尋、文化振興係長　山田茂信

平成12・13年度　課長　見波重尋、文化係長　矢郷幸子

平成14年度　　　課長　野田　洋、文化係長　矢郷幸子

現地調査・整理業務担当者：主任　大野英子、文化財保護主事　堀内大介、主事　細辻嘉門

現地調査・整理業務参加者：守田　睦、河竹明子、大友喜代子、小島あずさ、野原大輔（以上嘱託職員）

生田寿美子、村上千春、土田澄子、東海千春（以上整理作業員）

新宅由紀、富山大学考古学研究室学生（補助員）

5　本文の執筆分担はそれぞれの文末に記した。文責は各々にある。

6　遺物写真撮影は、撮影場所・器材等を福岡町教育委員会に借り、同教委の栗山雅夫氏のご指導を得た。また現地

調査、資料整理にあたっては、次の方々から有益なご教示とご助言を得た。記して深い謝意を表したい。

久々忠義、藤田富士夫、高梨清志、新宅　茜、金三津秀則、金三津道子、町田賢一（敬称略）

7　調査にあたって、長沢地区総代をはじめ、地元の方々に多大なご協力を得た。記して厚く感謝申し上げたい。

8　出土遺物及び記録資料は婦中町教育委員会で保管している。

凡　　　　　例

1　図で使用する方位は真北、水平基準は海抜高である。

2　遺構の略号は次のとおりである。

SI：竪穴住居跡、SB：掘立柱建物跡、SA：柵、SD：溝、SK：土坑、SP：柱穴、SX：その他の遺構

3　土色、土器胎土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修「新版　標準

土色帖1996年版」による。

4　平面図及び写真図版の遺物番号は、出土遺物実測図の番号と一致する。

5　遺物観察表は以下のとおりである。

「実測番号」欄は出土遺物実測図の番号と一致する。

「口径遺存」「底径遺存」欄は、残存率を、12分割した同心円で読み取った数値で表示してある。

「胎土」欄は、「密・やや密・やや租・租」の4段階で示してある。

「焼成」欄は、「良好・やや良好・やや不良・不良」の4段階で示してある。

6　図版中のスクリーントーンが示すものは、特に断りがない限り次のとおりである。

赤彩：i：言；：；：i：i　黒色処理　　　須恵器・珠洲の断面細　礫層甜菜

7　遺物写真図版の縮尺は統一していない。
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第1章　遺跡の立地と歴史的環境

婦中町は富山県のほぼ中央、神通川の左岸に位置する。北は県庁所在地の富山市と接している。地勢はおおまかに

は西の丘陵部と東の平野部に二分される。丘陵部は、呉羽丘陵の南に連なり、丘陵裾部は一部が河岸段丘となる。平

野部は神通川とその支流の井田川によって形成された扇状地である。
かんじゃまち

本書で報告する鍛冶町遺跡（1）は、富山県婦負郡婦中町長沢地内に所在する、弥生時代後期後半から近世に至る

複合遺跡である。井田川支流の山田川左岸の河岸段丘上に位置し、標高約30mを計る。遺跡の現況は、宅地、水田、

畑地である。

呉羽丘陵から続く丘陵部は、旧石器時代から中近世に至るまで数多くの遺跡が分布する。特に南端部の山田川沿い

の平野から丘陵にかけては弥生時代後期後半から古墳時代前期の遺跡が密集しており、近年試掘調査が実施され大き

な成果があった。これらの遺跡群は、最初に試掘調査が行われた千坊山遺跡（3）にちなみ、「千坊山遺跡群」と呼

ばれる。本遺跡も「千坊山遺跡群」を構成する遺跡の一つである。「千坊山遺跡群」には、集落遺跡と、山陰地方と

の関連が窺える四隅突出型墳丘墓等の墳墓で構成され、集落と基域がセット関係でとらえることができる。中でも本

遺跡西側の丘陵上に位置する四隅突出塑墳丘墓の鏡坂墳墓群1・2号墓（2）は、立地上、本遺跡の墓城である可能

性が高い。また、県東部最大規模の前方後方墳、王塚古墳（8、国指定史跡）、勅使塚古墳（7、県指定史跡）も含

まれ、このことから古墳時代初めには周辺地域勢力の統合が進み、大きな勢力を保有していたと考えられる。

奈良時代には、大宝元年（701年）天武天皇第7皇子一品親王（仏性聖人）の創立とされる北叡山各願寺が本遺跡

の北方約700mの丘陵上にある。各願寺の南方及び東方には各願寺前遺跡（44）が広がっており、過去3次にわたる

発掘調査では各願寺に伴うと考えられる遺構・遺物が見つかっている。

中世には、この一帯は富山平野から砺波・飛騨地方に抜ける交通の要衝として戦略上重要視された。射水・婦負二

郡の守護代であった神保氏の拠点である富崎城（9）をはじめ、山田川両岸の山中に数多くの山城が築かれた。（細辻）

N o． 遺跡 名 称 種　　 別 時　　 代 N o． 遺跡 名 称 種　　 別 時　　 代 N o． 遺 跡名 称 種　　 別 時　　 代

1 鍛 冶 町遺 跡 集 落
弥 生 ・古 墳 ・古 代 ・
中世 ・近 世

29 小 長 沢古 墳 群 古 墳 古 墳 57 蓮 花 寺 遺跡 寺 院 中世

2 鏡 坂墳 墓 群 四隅 突 出型 墳 丘墓 弥 生 30 宮 ノ高A 遺 跡 散布 地 縄 文 58 外 輪 野 I 遺 跡 集落 縄 文 ・中世 ・近世

3 千坊 山遺 跡
集 落 ・屋 敷 跡 ・塚
状 遺構

旧 石器 ・縄 文 ・弥
生 ・古 代 ・中世 31 小 長 沢 Ⅱ遺 跡 散布 地

縄 文 ・古代 ・中世 ・
近 世

59 道 場 I 遺 跡 集落 中世 ・近 世

4 六 治古 家 四隅 突 出型 墳 丘墓 弥 生 ・古 代 ・中世 32 二 本榎 遺 跡 散布 地 、 中世 墓 ？ 縄 文 、 中世 ？ 60 外 北 A 遺 跡 散 布 地 不 明

　5 向 野塚 ・ 前 方 後方 形 墳丘 墓 弥 生 ・古 代 ・中世 33 二 本榎 Ⅱ遺跡 散布 地 縄 文 ・古 代 ・近世 61 外 北B 遺 跡 散 布 地 不 明

6 添 ノ 山古 墳 方 形墳 丘 墓 弥 生 ？ 34 二 本榎 Ⅲ遺 跡
古 代 窯 ・中近世 基
壇 ？

古 代 ・中世 ・近 世 62 外 北D 遺 跡 散 布 地 縄 文

7 勅使 塚 古 墳 前 方後 方 墳 古墳 35 新 町 I 遺 跡 散 布 地 古 代 63 宮 崎 城西 遺 跡 散 布 地 縄 文

8 王塚 古 墳 前 方後 方 墳 古墳 36 王 塚古 墳 北遺 跡 散 布 地 縄 文 64 吉 崎南 野 遺 跡 集 落 縄 文 ・古 代 ・中世

9
宮崎 城 遺 跡
（富崎 墳 墓群 ）

集 落 ・山城 ・由隅

突 出型 墳 丘 墓
縄 文 ・弥 生 ・中世 37 羽根 北 遺 跡 散 布 地 不 明 65 上 吉川 I 遺跡 集 落

弥 生 ・古 代 ・中世 ・
近 世

10 離 山砦 遺 跡 集 落 ・山城 弥 生 ・中 世 38 新 町 Ⅲ遺 跡 散 布 地 古 代 66 下 瀬 向 山遺跡 散 布 地 不 明

11 吉崎 赤 坂 遺跡 集 落 弥生 39 新 町大 塚 古墳 中世 墓 ？ 中 世 ？ 67 下 瀬砦 山城 中世

12 富崎 遺 跡 集 落 ・散 布 地
弥 生 ・古 代 ・中 世 ・
近世 40 新 町 Ⅱ遺 跡 集 落

縄 文 ・古 代 ・中世 ・
近 世

68 赤 坂砦 山城 中世

13 富崎 千 里古 墳 群
前 方後 方 墳 ・方 墳 ・
円 墳

古墳 41 新 町横 穴 墓 横 穴 古墳 ？ 69 森 田 山砦 山城 中世

14 南 部 I 遺跡 集 落
弥 生 ・古 墳 ・古 代 ・
中世 ・近 世 42 鶴 ヶ城 跡 城 館 中 世 70 千 里片 坂 遺跡 散 布 地 不 明

15 安 田城 遺跡 平 城 中世 ・近 世 43 下 邑遺 跡 散 布 畢
縄 文 ・古 代 ・中世 ・
近世

7 1 ゴダ イ塚 そ の他 中 世

16 友 坂 天神 遺 跡 集 落 縄 文 ・古代 44 各願 寺 前遺 跡 集 落 縄 文 ・古 代 ・中世 72 下 瀬遺 跡 散 布 地 不 明

17 杉 谷 古墳 群 古墳 縄 文 ・弥生 ・古墳 45 下 邑東 遺跡 集 落 古墳 ・古代 73 掘割 砦 山城 中 世

18 友 坂 遺 跡 集 落 ・城館
縄 文 ・古 代 ・中 世 ▲
近世

46．
古 里 保 養 園前 遺
跡

散 布 地 縄 文 ・弥 生 ？ 74 南部 Ⅱ遺 跡 姦 落 中世

19 総 野 I 遺 跡 散布 地 不 明 47 五 ツ塚 古墳 群 円 墳 古墳 75 小命 中稲 Ⅱ遺 跡 集 落 中世

20 総 野 Ⅵ遺 跡 散布 地 不 明 48 菅谷 城 跡 城 館 中世 76 小倉 中稲遺 跡 集 落 古代 ・中 世 ・近 世

2 1 総 野 Ⅱ遺 跡 散布 地 縄 文 49 家老 屋 敷城 跡 山 城 中一世 77 千里 E 遺 跡 集 落 古代 ・中 世 ・近 世

22 総 野 Ⅲ遺 跡 散布 地 縄 文 ・古墳 50 長 沢 城 跡 山 城 中世 78 千里 D 遺 跡 散 布地 ・集 落 ？ 古代 ・中 世 ・近 世

23 新 開 遺跡 集 落 ・散布 地 旧石 器 ・古 代 51 鐘 突 堂 遺跡 山 城 ・そ の他 中世 79 千里 B 遺 跡 散 布地 古代 ・中 世 ・近 世

24 総 野 Ⅳ選 跡 散布 地 縄 文 52 砂 子 田 I 遺 跡 集 落 古 墳 ・古代 ・‘中 世 80 千里 C 遺 跡 集 落 ・散 布 地 弥生 ・古代

25 大 開 Ⅱ遺 跡 散 布 地 不 明 53 袋 遺 跡 散布 地 古 代 81 千里 F 遺 跡 散 布地 古代

26 小 長 沢北 塚 砦跡 ？ 不 明 54 鏡 坂 Ⅱ遺 跡 散布 地 中一世 82 大館 城 跡 城館 中世

27 小 長沢 I 遺 跡 集落 古 代 ・中世 （戦 国） 55 鏡 坂 Ⅲ遺 跡 集 落 縄 文 83 猿 ケ馬 場城 跡 山 城 ・ 中世

28 平 岡 遺跡 散 布 地 縄 文 56 鏡 坂 I 遺 跡 集 落 縄 文 ・古 代 84 山 田南 砦 山城 中世

表1　周辺の遺跡一覧
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第1図　周辺の遺跡分布図（1／30000）
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第2章　調査に至る経緯と経過

1　調査に至る経緯

婦中町教育委員会（以下、町教委）は町内の遺跡を把握するため、平成11年4月8日～同年4月15日にかけて長沢

を含む古里地区と朝日地区で分布調査を行った。その結果、現在の鍛冶町遺跡付近で、縄文土器・須恵器・古代土師

器・珠洲・中世土師器・越前・瀬戸・瓦質土器・近世陶磁器・土師質土器・土製品が採取された。「鍛冶町（かんじ

やまち）」という字名が残っていること、近隣には数多くの遺跡・戦国時代の山城跡が存在することを考慮し、町教

委では、新規に古代・中世・近世の遺跡として鍛冶町遺跡を設定した。

その後、2次にわたって試掘調査を行った。第1次試掘調査は、富山土木事務所より近くを流れる辺呂川河川改修

工事に伴い、バスが迂回するためのロータリーを造成する必要が生じた。そこで、国道予定地である田が対象となり、

平成11年9月9日から同年9月10日にかけて行った。幅1．3mの試掘トレンチを1箇所設定した。調査面積は23nfで

ある。結果、弥生時代終末期から古代・中世にかけてのさまざまな遺構（竪穴住居跡・柱穴・溝・土坑等）を検出し

た。遺物は弥生時代終末期の土器を中心に点数にして1，000点以上の遺物が出土した。そこで、町教委では遺跡の時

代を弥生時代から近世までの複合遺跡として変更した。

第2次試掘調査は、富山土木事務所より一般国道359号道路（婦中西バイパス）改築改良事業をうけ、本遺跡内を

通過する部分を対象に、平成11年11月16日から同年11月20日にかけて行った。幅1．0mの試掘トレンチを8箇所設定

した。調査面積は135正である。結果、再び弥生時代終末期から古代・中世にかけての遺構・遺物を検出した。遺物

は弥生時代終末期の土器を中心に点数にして約1，000点以上の遺物が出土した。（第2図）

2　調査の経過

試掘調査後、富山土木事務所との協議により、本調査を平成12年度より2カ年、報告書作成に1カ年とする事業計

画が作成された。平成12年3月より、まず平成12年度の調査区であるA区、D区の重機による表土剥ぎと、全調査区

の畦設置作業を行った。平成12年度は、平成12年5月17日より、A区から発掘調査作業を開始した。これは事業主体

である富山土木事務所より、最優先で調査するよう依頼されたためである。同年12月25日に平成12年度の現地調査A

・D区2，650I正を終了した。

平成13年度は、平成13年5月21日より残りの調査区の重機による表土剥ぎ作業を開始し、同年5月28日より、E区

から発掘調査作業を開始した。これは面積が広く、調査を早く完了させるためである。同年11月17日には2年間の発

掘調査の成果を踏まえ、現地説明会を行った。悪天候にもかかわらず、地元の方を中心に約100名の参加があった。

同年11月30日に平成13年度の現地調査B・C・E区1，920扉を終了した。

3　遺物整理

出土した遺物は収容コンテナでおよそ212箱である。できるかぎり現地事務所で随時洗浄を行い、土師質のもろい

遺物に関してはバインダー浸透作業も行った。注記も行ったが、大量の遺物に対応するため、平成13年度には、イン

クジェットマーカーを1台借りて作業を行った。その後現地調査が終了後、遺物の接合・復元作業を行った。遺物の

量が非常に多く、完形に復元できるものが多かったため、作業は平成14年7月までかかった。

遺物の実測作業は平成13年度の現地調査終了後富山大学考古学研究室の学生によって行っていたが、作業の進行を

鑑み、主に弥生土器に関して、接合作業の完了に合わせ、平成14年7月に㈱中部日本鉱業研究所に委託し、平成14年

10月に完了した。

自然科学分析については、パリノサーヴェイ㈱に依頼し、平成13年7月にサンプリングと現地確認を行った。分析

報告を平成14年2月に受け、完了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柵辻）

ー　3　－



第 2
▼

」
〓
一
れ
”
〓
劃
∫
「

●

●

一

■

●

●

●

●

凡　　　　　　 例

第 1 次試輯調査

1r‾1「1「1「1▼▼▼ 第 2 次試掘調査

図　試掘調査概要図（1／1，000）

了●’「／プJ・・・．．誰⊥

●

■

●

●

●

●●l一●●●● ●　●

●

－

●

●

●

●

●

●

●

●

a　279・

…　…　＝　▼　　‾
●

●

●

ヽ′　　●＝・

）

■

●

●

●

　

●

　

●

●

●

■

●
l
　
▲

●　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●●

‥＝●‥●．●●：

●

●
●

●

＞

　

両

●

　

●

●

●

●

●

4

IJh－■

「
山
u

’
　
●
　
●
●
　
■
　
●
　
●
　
●
●

●
　
●
■
　
●
　
●
　
●
，

d
ロ

…＝………ia
ヽ／　　　．

●■　●●●●■ ：r



三：

5

升
目
Ⅵ
月
〃

三二二：＿＿＿二三
0　　　　　　5　　　　　10　　　　15cm

（1／3）1日lli　　　＿＿　呈　　　　一一！

〒‾：：‾

第1図　第1次試掘調査出土遺物（1／3）BTISP内：2，6～9，11BTINO．2：4　BTINO．6：1，10，15
BTINO．8：3，5，12～14　BTINO．12（B区S1745内）：17　BTl包含層：16
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第4図　第1次試掘調査出土遺物（1／3）BTINO．12（B区S1745内）
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第3章　調査の概要

1　調査区と座標軸の設定

調査区割は、2年間の調査期間であること、調査区が南北約200mと長いこと、地形や既存の用・排水の状況、試

掘結果などを考慮し、北から順にA・B・C・D・E区の五つの調査区を設定した。そこで、試掘の結果からD区南側

からE区北側にかけては、礫層が隆起し耕作土と礫層の間にはほとんど土の堆積は見られない。そのため、調査対象

から除外した。また、B区西側に隣接する光円寺への進入道路は、迂回路の確保ができないため、これも調査対象か

ら除外した。

座標軸は国土地理院設定の第Ⅶ座標系公共座標のうち、Ⅹ＝71，400、Y＝－4，000を0原点として設定した。南北軸

をⅩ軸とし、Ⅹ＝0から北方向に進むにつれてⅩ座標の数値が増える。同様に東西軸をY座標とし、Y＝0から東方向

に進むにつれて、Y座標の数値が増える。1グリットの区画は2mX2mを1単位とし、調査区の範囲はⅩ＝106～203、

Y＝158～178となる。（第7図）

2　基本層序

調査区が南北に長いため、A～D区と、E

区では様相が異なる。（第6図）

A～D区はおおよそI層：暗灰黄色土（耕

作土）、Ⅱ層：黄褐色砂質シルト（近世以降

堆積層、水田基盤土）、Ⅲ層：黄灰色シルト（中

世以降堆積層）、Ⅳ層：暗褐色シルト（中世・

古代遺物包含層）、Ⅴ層：褐色粘質シルト（中

世・古代遺構検出面）、Ⅵ層：にぷい黄褐色

シルトに褐色シルト混じり（弥生～古墳時代

遺物包含層）、Ⅶ層：にぷい黄褐色砂質土（地

山、弥生～古墳時代遺構検出面）、Ⅷ層：オ

リーブ褐色租砂と礫（地山基盤層）となる。

E区は1層：暗灰黄色土（耕作土）2a層：

灰黄褐色土（近世以降堆積土、水田基盤土）、

2b層：オリーブ褐色シルト（中世以降堆積

層）、3層：暗褐色砂質土（古代遺物包含層）、

A ～ D 区
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第6図　基本層序模式図

4層：黄褐色粘質シルト～砂質シルト（地山、古代遺構検出面）、5層：褐色租砂と礫（地山基盤層）となる。なお、

調査区全般にわたって、地山は北から南に向かって低くなっている。

全体的に中世の遺構は後世に削平されており、一部の深い遺構を除いて遺存状況は良くない。

D区のほぼ中央を南西から北東にかけて旧河川と思われる落ち込みが見られる。E区北側の礫層はD区の南端に向

かって隆起してきており、耕作土以外に堆積は見られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細辻）

3　各地区の概要

調査年度が2カ年にわたっているため、以下、各地区ごとに調査の概要を記載する。おおむね弥生時代後期後半か

ら古墳時代前期前半にかけての遺構、古代の遺構、中・近世の遺構、と時代の古い順に記載した。遺物についてはこ

こでは詳しくは触れず、器種細分などは第4章でふれることにしたい。
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第7図　グリット配置図及び区割図（1／2，500）
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A区

弥生時代後期後半～古墳時代前期前半の遺構

SI15（第10・11図）　Ⅹ191～195Y164～168付近に位置する。規模及び形態は、平面形が一辺約6mの隅丸方形で、

床面積は31．8m？を測る。深さは約40cmを測る。床面はほぼ水平である。貼床、硬化面、周壁溝は検出されなかった。

住居の軸方向はN－450　－Wである。遺構のほぼ中央で、炉跡を検出した。炭化物と焼土が詰まった地床炉である。

他に土器の詰まったピットを2箇所検出tfた。Plは炉跡の東より1．4mに位置する。長軸82cm、短軸72cmを測る。P

2は、炉跡より南西側1．3mに位置し、長軸86cm、短軸68cmを測る。SI15の埋土は黒褐色シルトと暗オリーブ褐色シ

ルトの混じりである。遺物は床面全体で大半が出土した。ほぼ原位置を保っていると思われ、完形に復元できるもの

も多くあった。器種には棄・長頸壷・無頸壷・高杯・器台受部・器台脚部等があり月影I式に比定される。周辺遺構

との切り合い関係はSK60を切り、SK61・SXOl・SD42に切られている。

SKlO8（第9図）　Ⅹ189～191Y166～170付近に位置する。規模及び形態は、南側が調査区城外であるため不明であ

る。平面形は不定形で、検出した規模は、長軸6m以上、短軸2．5～3m、深さは10cm～18cmを測る。主軸の方向は

不明である。埋土は、オリーブ褐色土と褐色土の混じりである。土器の出土量、平面形の不定形から自然地形の窪み

を利用した土器廃棄場と思われる。遺物は嚢・壷・高杯杯部・高杯脚部・蓋等があり月影I式に比定される。出土遺

物を観察すると、長頚壷の口緑部分や高杯の杯部・脚部の割合が高く、土器廃棄の際に、特定の部分を決めて廃棄す

る風習・祭祀が存在した可能性もある。赤彩品はわずかしか出土していない。

SK12（第9図）Ⅹ193～195Y162～164付近に位置する。規模及び形態は、平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸194

cm、短軸100～115cmを測る。深さは25cmを測る。長軸の方向はN－100　－Eである。埋土は暗灰黄～黒褐色シルトで

ある。遺物は中央底部付近に集中しており、器種としては壷があり月影I式に比定される。

SK48（第9図）　Ⅹ192～193Y161～162付近に位置する。規模及び形態は、西側が調査区の端で切られているが、平

面形は直径1mの円形または楕円形と思われる。深さは9cmを測る。埋土はオリーブ褐色～暗オリーブ褐色シルト、

遺物は棄・壷等があり、古府クルビ式に比定される。

SK120（第9・10図）　Ⅹ196～199Y163～165付近に位置する。規模及び形態は、SDO3・SK07に切られているが、平

面形は隅丸方形ないし長方形と思われ、長軸3．8m、短軸2．1m以上を測る。深さは25cm～50cmである。底面に長軸1．9

m、短卓由0．5m～1．4m、深さ40cmの掘り込みが見られる。埋土は上からオリーブ褐色土と暗灰黄色土の混ざり、黒褐

色土とオリーブ褐色土の混ざり、褐色土と暗オリーブ褐色土の混ざりである。遺物は、嚢・壷・高杯等があり月影I

式に比定される。底面の掘り込みからはほとんど確認出来なかった。

中・近世の遺構

SD56（第10図）　Ⅹ199～202に位置し、調査区を東から西へ横断している。断面形は緩やかなU字形を呈する。埋土

は、堆積から判断して、2回は掘り直しをしていると思われる。南側の旧溝は幅1．5m、深さ50cmである。北側の新

港は西へいくほど深くなっている。幅1．7～1．9m、深さ25～50cmである。遺物には珠洲がある。遺物から14世紀前半

～15世紀前半に比定される。

SB125（第12図）　Ⅹ189～193Y167～171に位置する2間×3間以上の掘立柱建物で、調査区南側に広がると考えら

れる。間尺はSP53－SP76間2．25m＋2．2m、SP57－SP72間2．5m＋1．95m、SP124－SP121間2．05m＋2m、SP53－SP

124間2m＋2．2m、SP63－SP123間1．95m＋2．2m、SP76－SP98間2．05m＋2．15m＋2．15mである。柱穴規模は直径28

cm～48cm、深さ14cm～30cm、平均は直径36cm、深さ23cmである。建物の主軸方向はN－70　qwである。遺物はSP123

から中世土師器があり、13世紀後半～14世紀前半に比定される。他は実測に耐えるものがなかった。

SKO7（第10図）　Ⅹ195～200・Y164～166付近に位置し、南から北に向けて深くなっている。規模及び形態は、長軸
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第8図　A区　遺構配置図（1／200）
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SK48・SP49　L＝29．1M

①2．5Y4／2時灰黄色～3／3暗オリーブ褐色シルト＋
2．5Y4／3～4！4オリーブ褐色砂少量混（酸化鉄まだら状混）

②2．5Y4／3オリーブ褐色～3／3時オリーブ褐色シルト＋
2．5Y4／3～4／4オリーブ褐色砂
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第9図　A区　SK12・SK48・SP49遺物出土状況図及び断面図（1／40），主な遺物の出土位置（1／8）
sK120遺物出土状況図（1／40），主な遺物の出土位置（1／8），SK108平面図及び断面図（1／80）
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第10図　A区　SKO7・SD56・SK120平面図及び断面図（1／80），SJ15・SK60・SK61平面図及び断面図（1／80）
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第11図　A区　SI15・SK60遺物出土状況図（1！40）及び主な遺物の出土位置（1／8）
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第12図　A区　SB125平面図及びエレベーション（1／80），ピット断面図（1／40）
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②2．5Y4／3オリーブ褐色～
3！3時オリーブ褐色シルト＋
2．5Y4／3～4／4オリーブ褐色砂

③2．5Y4／3～4／4オリーブ褐色砂＋
2．5Y4／3オリーブ褐色～
3／3暗オリーブ褐色シルト少量混



9．2m、短軸0．6m～2．1mを測る。深さは15cm～75cmである。平面形は不定形である。埋土は上から黒褐色粘質シル

ト、にぷい黄褐色～オリーブ褐色砂、黄灰色～黒褐色砂質シルトと暗灰黄色～オリーブ褐色砂の混ざりである。遺物

は、越中瀬戸・近世陶器があり16世紀末に比定される。他にはSK120を切っており弥生土器がある。　　　（堀内）

B区

弥生時代後期後半～古墳時代前期前半の遺構

SI908（第14・15図）　Ⅹ178～181Y168～169に位置する。遺構の規模及び形態は、南東側が調査区域外にあり、なお

かつSK907に切られているため不明であるが、検出した規模は2．7mX6．0m、床面積は13．0m？、深さはおよそ25～30

cmを測る。平面形は一辺6mの隅丸方形であると考えられる。住居の軸方向は不明である。床面はほぼ水平と考えら

れるが、硬化面や貼床は検出していない。遺構全体で、周壁溝を検出した。幅40cm、深さは床面からおよそ10cmを測

る。炉跡やピットは検出していない。埋土は主に褐色粘質シルト炭化物混である。遺構全体に埋土と床面の間に炭化

物の堆積が5cmほど見られる。検出の際は埋土と地山の区別がつきにくく、サブトレンチを入れ、炭化物や他の土の

混じり具合で区別した。遺物は遺構全体の炭化物層と床面の間から大半が出土した。器種には嚢・壷・高杯・小型土

器があり、月影Ⅱ式に比定される。完形に復元できる土器が多く、高杯などの煮炊きをしない遺物を観察すると、焼

成時ではなく後から2次的被熱を受けているようである。或いは炭化物層が遺構床面だけに均一に堆積していること

から、燃焼によって生成されたものではない可能性もある。

SI745（第16・17図）　Ⅹ178～182Y161～165に位置する。遺構の規模及び形態は、北側をSD746及び第1次試掘調査

時のトレンチに切られているが、一辺約8m、床面積は51m？を測る。深さはおよそ25～30cmを測る。住居の軸方向は

N－160　－Eである。平面形は隅丸方形と考えられる。床面はほぼ水平であると思われるが、硬化面や貼床などは検

出されなかった。遺構の東壁寄りで、炉跡かと思われる集石があったが、断ち割ってみたところ、断面からは明確に

炉と判断は出来なかった。周壁薄らしきものは東・南壁全体と西壁途中まで検出した。幅20cm、深さは床面から5cm

を測る。ピットは11箇所検出したが、ピット1以外はあまりはっきりとした輪郭ではなく、主柱穴と考えられるもの

はない。ピット1は遺構のほぼ中央に位置する。長軸43cm、短軸40cm、深さ22cmを測る。ピット2は、遺構中央より

南西寄りに位置し、長軸52cm、短34cm、深さ12cmを測る。遺構の埋土は、黒褐色粘質土・にぷい黄褐色粘質シルト地

山粧混・褐色粘質シル下地山粒混である。遺物は埋土から地山直上まで様々な状態で出土した。器種には嚢・壷・台

付壷脚部・高杯・器台・鉢・蓋・小型土器があり、自江式に比定される。

SK728（第18図）Ⅹ179Y166～168に位置する。遺構の規模及び形態は、東側が調査区端で切られているため不明であ

るが、検出した規模は、3．0mX3．5m、深さ15cmを測る。平面形は長方形に近いと考えられる。埋土は、暗褐色粘質

シル下地山粒混である。はさ木により遺構全体が撹乱を受けていた。遺物は弥生土器があるが、小破片ばかりで、実

測出来るものはなかった。

SD725（第14図）Ⅹ175～176に位置する東西に走る溝。Y161より西側とY165より東側の部分は削平されているため

か途切れている。規模は幅0．6m、深さ25cmを測る。断面形は急な角度を持つU字形を呈する。埋土は褐色粘質シル

トで地山とほとんど区別がつかなかったが、炭化物や酸化鉄の粒の混ざり具合により遺構のプランを検出した。遺物

は壷・小型高杯・器台脚部などがあり、月影Ⅱ式に比定される。

SD906（第14・15図）　Ⅹ179Y166～168に位置し、SI745とSI908に両端を切られている。遺構の規模及び形態は、幅

0．75m、深さ20cmを測る。断面形は緩やかなU字形を呈する。埋土は、断面を見ると、堆積状況から1度埋まってか

ら掘り直されて幅を拡張しているらしい。遺物はほぼ完形の高杯杯部が1点ある。月影Ⅱ式に比定される。

古代の遺構

SD742（第19図）　Ⅹ178Y165～169に位置する。西へいくほど浅くなり、Y165付近で消滅する。遺構の規模及び形

ー18　－
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第13図　B区　遺構配置図（1／200）



SK907・S1908・SK909　L＝29．OM

SD906　L＝29．OM

A（N） A′（S）

て二重す

む咄　　　　　　　B′（S）

で篭7

古・　　D（E）　　D’（W）　E（E）　　E’（W）

‾『　　　‾℃㌔

A′（E）

SI908

全セクション共通

①10YR4／4褐色粘質シルト粘性強＋地山粒状混（炭化物混）
（診10YR3／4暗褐色粘質シルト＋地山粒状少量混

（炭化物少量混）
（910YR4／4褐色砂質シルト＋10YR2／1黒色粘質シルト＋

⑭・⑱粒状混
（り10YR3／4暗褐色粘質シルト＋地山粒状多量混（炭化物混）
⑤10YR3／3暗褐色粘質シルト粘性強＋地山粒状混（炭化物混）
（り10YR3／4暗褐色粘質シルト＋地山粒状多量混（酸化鉄混）
（か10YR4／4褐色粘土＋地山粒状多量混（炭化物少量混）
（り10YR3／4暗褐色粘土＋10YR4／4褐色粘質シルト（炭化物混）
⑲10YR4／4褐色粘質シルト＋地山粒状少量混（炭化物混）
⑪10YR4／6褐色砂質シルト（酸化鉄混）
⑫10YR4／4褐色砂質シルト
⑬10YR4／4褐色砂質シルト＋10YR2／3黒褐色粘土混

（炭化物多量混）
⑭5YR4／4にぷい赤褐色粘質シルト粘性強（炭化物混）
⑮10YR3／4暗褐色粘質シルト＋地山粒状混（炭化物多量混）
⑯10YR3／3暗褐色粘質シルト粘性強＋

10YR2／3黒褐色粘土粒状混（炭化物混）
⑰10YR3／4暗褐色粘質シルト粘性強＋地山粒状混
⑱10YR4／4褐色粘土＋地山粒状少量混（炭化物少量混）
⑩10YR4！4褐色粘質シルト＋地山粒状少量混（炭化物混）

㌔峯吾＝〒苧轟軽駈芋）
SK921L＝28．8M

全セクション共通

（DlOYR4／4褐色粘土＋地山粒状混（炭化物少量混）
（り10YR4／4褐色粘質シルト＋地山粒状混（炭化物少量混）

SK907

全セクション共通

①10YR5／3にぷい黄褐色粘土（酸化鉄混）
②10YR4！4褐色砂質シルト（酸化鉄混）
（彰10YR4／4褐色粘質シルト＋10YR2／2黒褐色粘土（炭化物混）
④⑥＋10YR3／2黒褐色糖質シルト（炭化物，酸化鉄混）
⑤10YR5／2灰黄褐色粘土（酸化鉄混）
⑥10YR5／3灰黄褐色細砂（酸化鉄混）
⑦10YR5／4にぷい黄褐色細砂（炭化軌酸化鉄混）
（参10YR4／2灰黄褐色粘土（酸化鉄混）
（910YR5／2灰黄褐色細砂（酸化鉄混）

①10YR4／4褐色砂質シルト
②2．5Y4／4オリーブ褐色砂質シルト
（910YR4／4褐色粘質シルト＋

地山粒状混

0　　　　　　0．5　　　　　1　　　　1．5M o　　　　　1　　　　　　2　　　　　　3M

（1／40）il題　目；　　；・l　（1／80）し．Hl；　　；　　！

第14図　B区　SK907・Sl908・SK909平面図（1！80）及びA・B断面図（1／80），C・D・E断面図（1／40）
SK921平面図及び断面図（1／40），SD906平面図及び断面図（1／40）
SD725遺物出土状況図及び断面図（1／40），主な遺物の出土位置（1／8）
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SK907

第15図　B区　SD906・SK907・Sl908・SK909遺物出土状況図（1／40）及び主な遺物の出土位置（1！8）
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A・Bセクション共通

（DlOYR5／4にぷい黄褐色砂質シルト
（む10YR3／2黒褐色粘質シルト粘性強＋①Lもふり状～粒状混

（郭10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋地山粒状混

④10YR4／4褐色粘質シルト＋地山粒状混
（り′④（酸化鉄混）

P2 Pl

qiyV）　　　　　　D’（E）E（W）　　　　　E’（E）F（N）

A・B・Cセクション　　L＝29．3M

D・E・Fセクション　　L＝29．OM

F′（S）£’忘慧霊悪霊トやや砂質

ー『Eフー　て訂一一♪‾「Ⅱコ丁＝＝守フ‾

L＝29．OM

（簑）（SW）（EE）（SW）（呂呈）（S塑（聖㌔勤些）簑（S）（謁（E）（謁（E）Rn（E）芯

▽「こ亘＝7‾「逗フ‾
全ピット共通

（DlOYR2／3黒褐色粘質シルト粘性強＋地山粒状混

②10YR3／3暗褐色粘質シルト粘性強＋地山粒状多量混

③10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋地山粒状混

（E）

甘・Ⅶ7－－百官　て㌃
0　　　　　　　　0．5　　　　　　　1　　　　　　1．5M

（1／梱）Ll＿　題lli　　　　；　　　」

0　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　3M

（1／80）！l，lli　　　　　呈　　　　」

第16図　B区　S1745平面図及びA・B断面図，エペレーション（1／80），D・E・F断面図及びピット断面図（1／40）
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第17図　B区　Sけ45遺物出土状況図（1／40）及び主な遺物の出土位置（1／8），第1次試掘の出土遺物（1／12）
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SD735・736・737・738・739　SK740・741

⑳

F些）F’（NW）　　　　G（S）　　　⑤　⑪⑩③

「㌃

SK740

H（E）　H′（W）綜）「－で茎正「一遥）
⑳10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋地山粒状混（酸化鉄混）
⑳2．5YR3／3暗オリーブ褐色粘土＋地山粒状混

SD743・744・746　L＝29．3M

SK741

J塵）　　　　J′世） 周
一

K′（N

‾覇者‾「モ毒

SD736

①10YR4／3にぷい黄褐色砂質シルト（中～大礫25％，酸化鉄混）
②10YR5／3にぷい黄褐色粘質シルト＋地山粒状混
③10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋地山粒状混

SD737

④10YR4／3にぷい黄褐色砂質シルト

⑳10YR4！4褐色砂質シルト十地山粒状混
⑳10YR3／4暗褐色粘質シルト＋地山粒状混
⑳10YR4／4褐色細砂
⑳10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト

1

C二二丑1＿一一才一 －「零岩戸
①10YR5／3にぷい黄褐色細砂（酸化鉄混）　①10YR5／4にぷい黄褐色砂質シルト　　　　　　①10YR5／4にぷい黄褐色粘質シルト
②10YR4／3にぷい黄褐色粗砂（大磯30％混）②10YR4／4褐色粘質シルト粘性強　　　　　　　②10YR5／4にぷい黄褐色細砂（中～大礫30％混）

③10YR4／3にぶい黄褐色粗砂（大礫30％混）

第18図　B区　SD735・736・737・738・739・SK740・741平面図及び断面図（1／80）
SD743・744・746平面図及び断面図（1／80），SK728平面図及び断面図（1／80）
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SD738

⑤10YR3／3暗褐色粘質シルト＋地山粒状混（酸化鉄混）

SD739

⑥10YR3／3暗褐色砂質シルト（酸化鉄混）

SD735

⑦10YR4／3にぷい黄褐色砂質シルト
⑧10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト
⑨10YR4！2灰黄褐色粘質シルト
⑨’⑨（酸化鉄混）
⑩10YR4／3にぷい黄褐色粗砂（大磯2～20％混）
⑪10YR5／3にぷい黄褐色砂質シルト（酸化鉄混）
⑫2．5YR5／3黄褐色粘質シルト（酸化鉄混）
⑱2．5YR5／3黄褐色砂質シルト（酸化鉄混）

SK728　L＝29．3M

B
（
N
E
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
、
（
S
W
）

′

∩

＝

＝

田

∃

Ⅵ

＝

U

V

、
／
ヰ
概

1

　

1

　

1

　

　

　

　

1

　

1

　

　

　

　

√

ノ

ー

1

　

1

′

　

　

　

　

　

　

　

′

⑭
⑮
⑱
⑯
⑰
⑱
⑱
⑩
⑳
⑳

OYR5／2灰黄褐色粘質シルト（酸化鉄混）
OYR5／4にぷい黄褐色粘質シルト（酸化鉄混）
OYR5／3にぷい黄褐色粘質シルト
⑱（酸化鉄混）
OYR5／3にぷい黄褐色租砂（中礫20％混）
OYR5／2灰黄褐色粘質シルト
⑱（酸化鉄混）
2．5Y4／2時灰黄褐色粘質シルト（酸化鉄混）
OYR4／3にぷい黄褐色粘質シルト（酸化鉄混）
OYR4！2灰黄褐色租砂（中一大磯30％混）

全セクション共通

①10YR3／3暗褐色粘質シルト＋地山粒状少量混



SD742・SB749　L＝29．3M

SB750　L＝29．3M

SB751・SA752　L＝29．3M

SP723

SP716

（N） ⑧

でJ
SP715

（班　　　堕2

甘
SP724

（l些）　（型y）

で7

（S）

①10YR4／2灰黄褐色粘質シルト＋
地山粒状混

①10YR4／3にぷい黄褐色
粘質シルト＋地山粒状混

①10YR4／3にぷい黄褐色
粘質シルト＋地山粒状少量混

①10YR4／3にぷい黄褐色
粘質シルト＋地山粒状多量混

①10YR3／4暗褐色砂質シルト
②10YR4／3にぷい黄褐色砂質シルト

③10YR4／4褐色砂質シルト

SP702

①豊豊㌫品豊色粘質　芯3
SP703

①10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋

地山粒状混

SP708

①10YR4／4褐色粘質シルト＋地山粒状混

SP709

（哩）　（至近）

囲 ①10YR4／3にぷい黄褐色粘質シルト」
地山粒状少量混

SP707

（哩）　（型）

陶 ①10YR4／4褐色粘質シルト＋
地山粒状少量混

SP705

（哩）　（§嬰）

モア
①10YR3／4暗褐色粘質シルト」

地山粒状混

SP702　　　　　SP703　　　SP708

⑯）　㊤　　⑭　㊤（哩）（墜）（1′4。）LT＝0；5　－－‥4

甘　口　甘。1′8。）LT」二二二＝圭＝＝』

第19図B区品箭欝豊盟禁荒孟豊麗票砦㌫㌫品譜詳ツト
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態は、幅1．1m、深さ16cmを測る。断面形は緩やかなU字形を呈する。埋土は租砂に直径1～2cmほどの砂利が混入

する。平面形からはSD744とつながりそうであるが、サブトレンチを入れて確認したところ、つながらなかった。遺

物は図示したもの以外に須恵器等がある。

SD743（第18図）　Ⅹ180Y161～164に位置する。東へいくほど浅くなり、Y165付近で消滅する。遺構の規模及び形

態は、幅0．45m、深さ10cmを測る。断面形は緩やかなU字形を呈する。埋土は黄褐色の租砂に直径1～2cmほどの砂

利が混入する。遺物は10世紀に比定され、図示したもの以外に須恵器等がある。

SD744（第18図）　Ⅹ179Y161～166に位置し、SI745の上を流れている。Y164付近で2つに分かれる。東へいくほど

浅くなり、Y166付近で消滅する。遺構の規模及び形態は、幅1．3m、深さ10cmを測る。断面形は綾やかなU字形を呈

する。埋土は黄褐色の租砂に直径1～2cmほどの砂利が混入する。遺物は11世紀に比定され、図示したもの以外に土

師器・須恵器がある。

中世の遺構

SD735（第18図）　Ⅹ182～183Y162～173に位置し、調査区北端を西から東へ横断している。遺構の規模及び形態は、

幅2．7m以上、深さ30cmを測る。断面形は緩やかなU字形を呈する。東にいくほど幅が広く、深さも深くなっている。

埋土は、にぷい黄褐色粘質シルト～灰黄褐色租砂である。遺物は須恵器・土師器・中世土師器・珠洲等があり、長期

間溝として存在していたと考えられる。

SD736（第18図）　SD735の真上、Ⅹ183付近に位置している。遺構の規模及び形態は、幅60cm、深さ10cmを測る。断

面形は緩やかなU字形を呈する。埋土はにぷい黄褐色砂質シルトに酸化鉄が混じる。大部分を後世に削平されたよう

で、遺構の底部分のみが部分的に遺存していると考えられる。遺物は珠洲があるが実測に耐えるものはなかった。

SB749（第19図）　Ⅹ179Y167に位置する1間×1間の掘立柱建物である。間尺はSP731－SP732間2．8m、SP732－SP

733間2．4m、SP733－SP734間2．8m、SP734－SP731間2．2mを測る。柱穴規模は直径20cm～29cm、深さ10cm～22cm、

平均は直径26．2cm、深さ13．3cmを測る。建物の主軸方向はN－790　－Wである。SP733が古代の溝SD742を切ってい

る。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SB750（第19図）　Ⅹ176Y162に位置する1間×1間の掘立柱建物である。間尺はSP715－SP716間2．1m、SP716－SP

721間2．0m、SP721－SP724間2．0m、SP724qSP715間2．3mを測る。柱穴規模は直径22cm～29cm、深さ15cm～25cm、

平均は直径26．5cm、深さ19．5cmを測る。建物の主軸方向はN－170　－Eである。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SB751（第19図）　Ⅹ175Y162～165に位置する3間×1間以上の掘立柱建物である。調査区の南端で切られているた

め、柱穴の列としては1列しか検出していないが、柱穴や間尺から見て、掘立柱建物と判断した。間尺はSP723－SP

702間1．9m、SP702－SP703間1．8m、SP703－SP708間1．3mを測る。柱穴規模は直径25cm～33cm、深さ17cm～41cm、

平均は直径28．5cm、深さ29cmを測る。建物の軸方向はN－770　－Wである。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SA752（第19図）　Ⅹ175Y165に位置する。柱穴の大きさから見て、掘立柱建物の可能性もあるが、対応する柱の列

が検出されず、柱間も狭いため柵列とした。間尺はSP705－SP707間40cm、SP707－SP709間42cmを測る。柱穴規模は

直径24cm～29cm、深さ20cm～25cm、平均は直径27cm、深さ22cmを測る。柵列の軸方向はN－180　－Wである。遺物は

実測に耐えるものがなかった。

C区

弥生時代終末～古墳時代前期前半の遺構

SK816（第22図）　Ⅹ171Y167に位置する。遺構の規模及び形態は、試掘トレンチにより西端を切られているため不

明であるが、検出された規模は2mX1．6m、深さはおよそ35cmを測る。平面形は楕円形であると考えられる。長軸

の方向は、N－730　－Eである。埋土は地山の黄褐色土がベースであるが、黒褐色・暗褐色・褐色の土や多量の炭化

ー　28　－



物が混ざりあい、粘り気が強く、乾くとねじり鎌でなかなか削れないくらい硬く締まる。地山が砂質土であるのに対

し、異質である。あるいは被熱を受けている可能性もある。遺物は埋土上層から多く出土した。券種には嚢口緑部・

壷口緑部・高杯杯部・高杯脚部・赤彩小型壷があり、法仏Ⅱ式に比定される。

古代の遺構

SI615（第21・22図）Ⅹ166～169Y162～164に位置する。中世の遺構SK621がほぼ中央に掘り込まれており、遺構中

央部の詳細は不明である。規模及び形態は、一辺約4．8m、床面積は24．2扉を測る。深さは20～30cmを測る。平面形

は方形を呈する。住居の軸方向はN－940－Eである。床面はほぼ水平と思われる。SK621に切られているためわず

かしか残っていないが、中央部に乾くとねじり鎌でもほとんど削れない硬く締まった混ざり土の部分があり、貼床と

思われる。遺構の東壁北寄りで、炭化物と焼土の堆積した掘り込みを検出した。カマドの支脚が出土しており、天井

や袖は失われているものの、カマドの跡と考えられる。近辺からカマドに伴うと思われる長胴嚢が出土した。周壁溝

・柱穴は検出されなかった。埋土は暗褐色粘質シルトである。遺物はカマド近辺の遺物以外は床面よりやや浮いた状

況で出土した。器種には土師器嚢・高杯脚部・須恵器杯H・内黒土器碗・砥石があり、7世紀中頃に比定される。

SB530（第21図）Ⅹ165～166Y164～165に位置する1間×1間の掘立柱建物である。間尺はSP567－SP597間1・9m、

SP597－SP548間2．0m、SP548－SP570間2．4m、SP570－SP567間2．0mを測る。柱穴規模は直径29cm～40cm、深さ13

cm～35cm、平均は直径34．8cm、深さ23cmを測る。建物の主軸方向はN－100－Wである。遺物はSP548から須恵器が

あるが実測に耐えるものがなかった。

SB531（第21図）Ⅹ168～169Y160～162に位置する。SK621に切られて柱穴が1つ消失しているが、1間×1間の

掘立柱建物であると考えられる。間尺はSP519－SP522間2．5m、SP522－SP527間2．6mを測る。柱穴規模は直径29cm

～35cm、深さ33cm～34cm、平均は直径31．6cm、深さ33．3cmを測る。建物の軸方向はN－00－Eである。遣物は実測

に耐えるものがなかった。

SD302（第21図）調査区南端Ⅹ165に位置する。調査区を西から東へ横断し、Y166付近でD区との境により途切れ

ている。遺構の規模及び形態は最大幅1．2m、深さ40cmを測る。断面形は緩やかなU字形を呈する。埋土は上から暗

褐色粘質シルトにぷい黄褐色粘質シルト褐色粘質シルトにぷい黄褐色粘質シルト地山粒混である。堆積状況か

ら、時間をかけて埋まっていったものと考えられる。遺物は須恵器・土師器等があり、8世紀後半に比定される○

中世の遺構

SK587（第21図）Ⅹ168～170Y165～167に位置する。遺構の規模及び形態は、試掘トレンチにより東側を切られて

いるため不明であるが、検出された規模は東西2．9m以上、南北3．9mを測る。深さはおよそ80cmを測る。平面形は不

定形であるが、円形と方形を組み合わせた形にも見える。埋土は灰黄色粘質土に酸化鉄が多量に混じる。遺構底部に

は地山の土が混じる。遺物は遺構底部で中世土師器と輔羽口が出土しており、14世紀代に比定される。同じ調査区内

のSK590、SK621も規模・平面形・埋土がよく似ており、同じ目的で作られた遺構であると考えられる。（柵辻）

D区

．弥生時代後期後半～古墳時代前期前半の遺構

SD275（第23・25図）Ⅹ160～164付近に位置し、調査区東西に走る溝。遺構の規模及び形態は、幅3・8m～5・5m、

深さは最も深いところで116cmを測る。断面形は急な角度を持つU字形を呈する。調査区北東端でSD277と合流して

いる。埋土は黒褐色粘質シルトとにぷい黄褐色シルトブロック状の混ざりで、遺構底部には地山の土が混じる。遺物

は弥生土器棄・壷・高杯・器台等があり、法仏～自江式に比定される。

SD277（第23・25図）調査区を南西から北東に縦断するように走る溝。SD277になぞるようにSD276が走っており、

遺構の規模及び形態は不明であるが、幅7．5m以上、深さは最も深いところで145cmを測る。断面形は緩やかな角度を
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上層

第20図　C区　遺構配置図（1／200）
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地山粒状混

C・D・Eセクション共通

①10YR3／4暗褐色粘質シルト＋
地山粒状混

②10YR4／3にぷい黄褐色粘質

シルト＋地山粒状多量混

③7．5YR4／6褐色粘質シルト＋
10YR3／4暗褐色粘質シルト

④10YR3／4暗褐色粘質シルト
（炭化物混）

⑤7．5YR4／3褐色粘質シルト＋
地山粒状少量混

B′（S）

①10YR3／4暗褐色粘質シルト＋ （1／40）0　　05　1　15M

（1／80）0　1　　2　　3M

①10YR4／3にぷい黄褐色
粘質シルト＋地山粒状混

（N）

①10YR3／3暗褐色粘土＋
地山粒状混

①10YR4／3にぷい黄褐色粘土＋
地山粒状混

第21図　C区　S1615・SK621平面図及び断面図（1／80），S］615カマド断面図（1／40），SK587平面図及び
断面図（1／80），SD302平面図及び断面図（1／40），SB530・SB531平面図及びエペレーシ
ョン（1／80），ピット断面図（1／40）
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第22図　C区　S1615遺物出土状況図（1／40）及び主な遺物の出土位置（1／8）
SK816遺物出土状況図及び断面図（1！40），主な出土遺物（1／12）（279は1／8）
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持つU字形を呈する。調査区北東端でSD275と合流している。埋土は黒褐色粘質シルトと灰黄褐色シルトブロック状

の混ざり、黒褐色粘質シルトとにぷい灰黄褐色砂ブロック状の混ざりである。遺物は弥生土器嚢・壷・高杯・器台が

あり、法仏～白江式に比定される。

古代の遺構

SI271（第25図）Ⅹ158～162Y161～165に位置する。規模及び形態は、一辺4．5mの隅丸方形、床面積は20・5㌦を測

る。深さは約8cmを測る。住居の主軸方向はN－210－Eである。床面はほぼ水平である。貼床、硬化面、周壁溝は

検出されなかった。南壁西寄りで、カマドと思われる掘り込みを検出した。埋土は暗褐色土と褐色シルトが斑状に堆

積し、焼土を含んでいる。遺物は床面でわずかに出土した。券種は須恵器杯蓋が1点完形で出土した他は、土師器嚢

などがあるが、図示したもの以外は実測できるものはなかった。遺物から8世紀代に比定される。

SI272（第25図）Ⅹ156～159Y161～164に位置する。南西端が調査区の端で切られているが、一辺4mの隅丸方形で、

床面積は14．8rdを測る。深さは8cmを測る。住居の主軸方向はN－280－Eである。床面は住居の中央部分2m四方

が高くなっており、壁から内側に幅90cm、深さ10cmほど掘り込まれている。やや幅が広すぎるが周壁溝の可能性があ

る。貼床・硬化面・ピッ吊ま検出していない。北壁ほぼ中央で、カマドと思われる掘り込みを検出した。埋土は暗褐

色シルトと褐色シルトが斑状に堆積し床面の掘り込まれている部分は灰黄褐色砂と褐色シルトの混成に黒褐色の粒が

混じる。遺物は土師器嚢などがわずかに出土しているが、図示したもの以外は実測できるものはなかった。遺物から

8世紀代に比定される。

SD276（第23・25図）調査区南西から北東に縦断するように走る溝。SD277をなぞるように走る溝である。規模は、

幅3．5m～7．4m、深さは最も深いところで40cmを測る。埋土は黄褐色～灰黄色細砂である。遺物は遺構全体から出土

した。券種は弥生土器嚢・壷・高杯・器台、須恵器杯A・杯B・杯蓋・長頸壷等が出土した。遺物から8世紀後半～

9世紀前半に比定される。

中世の遺構

SX201（第26図）Ⅹ162～163Y161～162付近に位置する石組遺構。規模は、長軸120cm、短軸63cmの長方形で、深さ

は13cmを測る。底には10cm～25cm大の川原石を敷き、四面の壁には10cm～20cmの川原石を一段ないし二段に積む。石

組内法は、長軸105cm、短軸47cmである。遺構の長軸の方向はNp140－Eである。埋土には焼土や多量の炭化物を含

んでいる。石に被熱痕は特に見受けられなかったが、屋外炉のような目的で使用された可能性が高い。遺物は中世土

師器が出土しており、15世紀後半に比定される。福光町の梅原胡摩堂遺跡に類例が見られる。

SX241（第24図）Ⅹ147～156Y163～170に位置し、調査区南半分を占めている。規模及び形態は、東側は調査区端

で切られており不明であるが、検出した規模は、東西13．4m以上、南北16．5m、深さはおよそ50cmを測る。平面形は

不定形である。埋土は灰褐色シルト、黒褐色シルトと灰黄褐色砂の混ざりである。遺物は、中世土師器・白磁があり、

14世紀に比定される。また、SD276・277を切っており、弥生土器・須恵器・古代土師器が確認された。

中世土師器廃棄遺構（第26図）Ⅹ153～155Y162～163に位置する。規模は40cmX50cmの範囲に、中世土師器が数個

体積み重なった状態で出土した。何かの祭祀の後、一括して廃棄されたらしく、復元するとほとんどが完形になった。

15世紀末～16世紀前半に比定される。

SA304（第25図）Ⅹ158～161Y160～162付近に位置する3間の柵列である。間尺はSP278－SP281間1・9m＋1・8m＋

2．2mである。柱穴規模は直径48cm～52cm、深さ18cm～34cm、平均は直径49cm、深さ26cmである。軸方向はN－90

－Eである。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SA305（第26図）Ⅹ149～153Y162～163付近に位置する4間の柵列である。間尺はSP248－SP252間1・85m＋1・25m

＋1．7m＋1．6mである。柱穴規模は直径26cm～34cm、深さ20cm～34cm、平均は直径29cm、深さ27cmである。軸方向は
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第23図　D区下層　遺構配置図（1／200）
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SX241全セクション共通　　し＝29．2M

①10YR4／1褐灰色シルト
②2．5Y3／2黒褐色シルト＋10YR5／2灰黄褐色砂粒状混（炭化物混）
③2．5Y4／2時灰黄色粘質シルト＋2．5Y4／3オリーブ褐色シルト粒状混（炭化物混〉
④2．5Y3／3時オリーブ褐色粘質シルト＋10YR5／2灰黄褐色砂粒状混
⑤10YR4／2灰黄褐色シルト＋2．5Y4／3オリーブ褐色シルト

第24図　D区上層　遺構配置図（1／200）及びSX241断面図（1／100）
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SD273・274・275・276・277・303　L：29．1M

B・Cセクション共通
〈sD276〉①10YR4／3にぷい黄褐色シルト

〈sD276〉②10YR5／2灰黄褐色梱砂（底部に酸化鉄混）
〈sD276〉③10YR4／2灰黄褐色細砂＋10YR3／3暗褐色シルトブロック状混
〈SD276〉④2．5Y4／2時灰黄色砂（底部に礫混）

〈SD277〉⑤10YR2／2黒褐色粘質シルト＋10YR4／2灰黄褐色シルトブロック状少量混（炭化物混）
〈SD277〉⑥10YR3／2黒褐色粘質シルト＋10YR4／3にぷい黄褐色砂ブロック状混

S1271・272・SA304
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（か2．5Y4／2時灰黄色シルト
（り10YR4／3にぷい黄褐色シルト
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S1271全セクション共通

①2．5Y5／3黄褐色シルト＋10YR4／2灰黄褐色砂＋
10YR3！2黒褐色シルト

②10YR3／3暗褐色土＋10YR4／4褐色シルトまだら状（焼土混）
③10YR4／4褐色シルト＋10YR5／3にぷい黄褐色砂＋

10YR3／2黒褐色シルト粒状混
④10YR3／3暗褐色シルト＋10YR4／4褐色シルトブロック状混
（910YR5／2灰黄褐色細砂＋10YR3／3暗褐色シルト

S1272　全セクション共通

①10YR3／3暗褐色土＋10YR4／4褐色シルトまだら状混
②10YR4／2灰黄褐色砂＋10YR4／4褐色シルト＋

10YR3／2黒褐色土粒状少量混
③10YR3／2黒褐色シルト＋10YR4／4褐色シルト

粒状少量混
④10YR4／3にぷい黄褐色細砂＋

10YR3／3暗褐色シルト粒状少量混

K′（S）

①10YR3／2黒褐色土＋　　　　②10YR3／2黒褐色土＋　　　　　　　③10YR4／3にぷい黄褐色～3／3暗褐色シルト＋
10YR4／4褐色シルト粒状＋　　10YR4／4褐色シルトブロック状＋　　10YR4／3にぷい黄褐色～4／4褐色砂ブロック状混
10YR5／3にぷい黄褐色砂　　　10YR5／3にぷい黄褐色砂
ブロック状少量混　　　　　　ブロック状混
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（1／40）LL「．li i
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第25図　D区　SD273・274・275・276・277・303断面図（1／80），S1271・272平面図及び断面図（1／80），
カマド断面図（1／40），SA304平面図及びエレベーション（1／80）
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SA305

L＝29．2M

（S）

①10YR3／2黒褐色シルト

SB307　L＝29．2M

SP221

（S）

Ⅴ
①10YR3／2黒褐色粘質シルト＋

地山粒状少量混

SP220

（W’百
①10YR3／2黒褐色シルト＋

地山粒状少量混

SP222

（S）　　　　（N）

∇
①10YR3／2黒褐色粘質シルト＋

地山粒状少量混

土器集中地点

「一喝
X154

Y1㌢

②10YR4／2灰黄褐色シルト＋

‥頚雪害i

SP252

＋◎
（N）

③2．5Y4／2時灰黄色シルト＋　④2．5Y3／2黒褐色土＋

①2．5Y3／2黒褐色シルト

②2．5Y3／2黒褐色シルト＋2．5Y4／1黄褐色シルト

2．5Y4／3オリーブ褐色シルト　2．5Y4／3オリーブ褐色シルト　10YR4／2灰黄褐色シルトブロック状＋　③2．5Y3／2黒褐色シルト＋2・5Y4／3オリーブ褐色シルト

まだら状混　　　　　　　粒状少量混（礫，炭化物混）　2．5Y4！3オリーブ褐色砂質土まだら状混

ラ五二丁三悪／
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SB308・SK230　L＝29．2M

Ⅴ‾‾‾‾Ⅴ

（E）

「
①2．5Y3／2黒褐色シルト

。，′2。』＝工。笠＿二二当胃′4。』エロ掌二＝＝』1′8。』コTL一」‥＝』

①10YR4／1褐灰色シルト＋2．5Y4／3オリーブ褐色土
まだら状混

SP228　　　　　　SP225・227

（W）　　（E）　（W）

「
①2．5Y3／2黒褐色シルト

（E）

甘‾甘
①2．5Y3／1～3／2黒褐色シルト

（酸化鉄少量混）

②2．5Y4／3オリーブ褐色～3／2黒褐色
シルト

尋十

①2．5Y4／2暗灰黄色土＋10YR4／4褐色土粒状＋③粒状混（炭化物多量混）

②2．5Y2／1黒色シルト＋2．5Y3／3時オリーブ褐色土まだら状＋
10YR4／4褐色土粒状混（炭化物混）

③7．5YR3／3暗褐色土＜焼土＞

④10YR3／3暗褐色土＋10YR4／2灰黄褐色シルトまだら状混

第26図D区豊冒雷票監認㌫謡霊豊遥品蒜蒜豊麗濫㌫㌫
な遺物の出土位置（1／8），SX201平面図及び断面図（1／40）
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N－00　－Wである。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SA306（第26図）　Ⅹ155～156Y161～163付近に位置する2間の柵列である。間尺はSP234－SP236間1．8m＋1．2mで

ある。柱穴規模は直径32cm～34cm、深さ10cm～20cm、平均は直径33cm、深さ15cmである。軸方向はN－650　－Wであ

る。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SB307（第26図）Ⅹ166～168Y159～162付近に位置する1間×1間の掘立柱建物であ弟。間尺はSP220－SP221間2．2

m、SP221qSP222間2．2mである。柱穴規模は直径26cm～32cm、深さ30cm～40cm、平均は直径30cm、深さ34．5cmであ

る。建物の軸方向はN－460　－E、である。遺物は実測に耐えるものがなかった。

SB308（第26図）Ⅹ155～157Y167～169付近に位置する1間×1間の掘立柱建物である。間尺はSP227－SP228間1．75

m、SP228－SP229間1．75mである。柱穴規模は直径22cm～26cm、深さ32cm～40cm、平均は直径24cm、深さ37cmであ

る。建物の軸方向はN－120　－Eである。SK230を囲っており、これはSB308に伴う遺構である可能性がある。遺物は

実測に耐えるものがなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内）

E区

古代の遺構

SI431（第28・29図）Ⅹ123～124Y172～173に位置する。規模及び形態は、平面形はやや歪んだ長方形で、長辺約3．5

m、短辺約3．0m、床面積は10．9I正を測る。深さはおよそ15cmを測るが、壁の立ち上がりは緩やかで、後世に削平さ

れている可能性がある。床面はほぼ水平で、貼床・硬化面・周壁溝は検出されなかった。住居の卓由方向はN－1140

－Eである。遺構の東壁の南寄りに、焼土の堆積した掘り込みがある。周辺に被熱を受けた石が6個長軸を上下にし

て立った状態で見つかり、カマドの袖石と思われる。その間から、土師器長胴嚢が出土した。他にピットを2箇所検

出した。ピット1は遺構の北西角寄りに位置する。長軸30cm、短軸23cm、深さ14cmを測る。ピット2は、遺構の南西

角寄りに位置し、長軸26cm、短軸23cm、深さ10cmである。埋土は黒褐色砂質シルトと暗オリーブ褐色シルトの混じり

である。遺物はカマド周辺を中心に床面全体で大半が出土した。器種は土師器長胴嚢・須恵器杯Aがあり、8世紀後

半に比定される。

SK432（第28・29図）　Ⅹ120Y175に位置する。遺構の規模及び形態は、長軸2．2m、短軸1．8m、深さ30cmを測る。

平面形は不整形な楕円形である。遺構の長軸方向は、N－540　－Wである。埋土は黒褐色で粘り気が強く、炭化物が

大量に混じる。遺物は埋土の上の方から多く出土した。器種は土師器嚢・須恵器杯A・杯B・杯蓋・長頸壷・短頸壷

・砥石があり、須恵器は10世紀前半に比定される。須恵器短頸壷のうち、鉄淳が付着したものがある。また、図示し

なかったが、土を焼いて正方形の柱状にした不明土製品もあった。大きさは残存部分で長さ55cm、幅18cmである。鍛

冶関係の仕事をした後、使わなくなったものを集めて捨てたごみ穴と考えられる。

SB435（第28図）　Ⅹ110～113Y170～174に位置する2間×2間以上の掘立柱建物である。西側が調査区域外にある

ため、全容は不明である。間尺はSP403－SP406間1．24m＋1．38m、SP406－SP408間1．76m、SP433－SP402間1．22m

＋1．36m、SP404－SP403間1．90m＋2．12mである。柱穴規模は直径20cm～46cm、深さ7cm～18cm、平均は直径36．3cm、

深さ12．1cmである。建物の軸方向はN－60　－Eである。遺物は須恵器・土師器があるが実測に耐えるものがなかっ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細辻）
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第27図　E区　遺構配置図（1／200）
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①2．5Y3／3暗オリーブ褐色粘質シルト＋地山粒状混
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（N） 逆

伊‾　。（W）
①10YR3／2黒褐色粘質シルト＋

地山粒状混

②2．5Y3／3暗オリーブ褐色粘質シルト＋
地山粒状混

SK432　L＝29．4M

全セクション共通

（DlOYR3／4暗褐色シルト（炭化物10％混）＋
地山粒状少量混

（む7．5YR3／2黒褐色シルト（炭化物少量混）
③10YR3／3暗褐色砂質シルト（大磯少量混）
④10YR2／3黒褐色シルト（砂粒混）
（910YR3！3暗褐色シルト＋地山粒状5％混
⑥7．5YR4／4褐色砂質シルト

（S）

‾ミミ≡冒‾‾
①7．5YR2／3極暗褐色粘質シルト＋

地山粒状混

①10YR2／3黒褐色粘土（炭化物20％，中礫10％混）
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地山粒状混

SK409

些

①

（DlOYR3！4暗褐色粘質シルト＋
地山粒状少量混

（
S
）
凸

（S）

SP433

二⊆妄＿二三
（D7．5YR2／3極暗褐色粘質シルト＋

地山粒状混

（む7．5YR4／3褐色粘質シルト＋
地山粒状混

SP404

（世　　　⑧

て更7‾
（DlOYR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋

地山粒状混

SP402

（世　　　　　些

「∃＝フ‾
（DlOYR4／3にぷい黄褐色粘質シルト＋

地山粒状混

SP401

坦2＋．迎
1　束①

（92．5Y3／3暗オリーブ褐色粘質シルト＋
地山粒状混
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②鑑監禁色相シルト＋（1′40汗1日－I l　＝」（1′80）LrT一一．・一一　　一・一二＝＝∃

第28図　E区　S1431平面図及び断面図（1／80），SK432平面図及び断面図（1！40）

SB435平面図及びエレベーション（1／80），ピット断面図（1／40）
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第29図　E区　SI431・SK432遺物出土状況図（1／40）及び主な遺物の出土位置（1／8）
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第4章　まとめ

鍛冶町遺跡では平成12年度、13年度の2年間にわたり、延べ4，570扉の発掘調査を行った。遺跡は弥生時代後期後

半～古墳時代前期前半・古代・中世の3つの文化層が存在し、特に土器については良好な一括資料が出土し、この地

域の歴史の一端を明らかにすることができた。最後に遺構と遺物についてまとめをここでふれておきたい。なお、調

査区名、遺構番号は第3章で記したもの、図中の番号は遺物実測図版の番号と一致する。

1　遺構について

弥生時代後期後半～古墳時代前期前半（第30図）

今回の調査では、この時期の遺構はA区からD区において検出されている。なお、E区においてもかなりの量の遺

物が出土していることから、近辺に遺構が分布している可能性は高い。法仏Ⅱ式期に属する遺構はA区SK130・C区SK

816とピットが検出された。C区SK816は、地山とは明らかに違う埋土であり、被熱を受けた跡も窺える。弥生土器が

一括して出土したが、復元すると、壷口綾部や高杯脚部が多く、土器の器種や部分によって、一定の決まりや風習が

存在したのかもしれない。この時期に定住した証拠となる遺構は見つかっていないが、包含層からも多くの遺物が出

土すること、近隣の富崎赤坂遺跡・離山砦遺跡では遺構・遺物が確認されていることから、本遺跡でも調査区外に埋

蔵されている可能性がある。月影式期には遺構の数が増加し、大量の遺物が出土した。集落の最盛期を迎えたと考え

られる。この時期に属する遺構は、竪穴住居跡が2軒検出された。土器の様相から、A区SI15が月影I式、B区SI908

が月影Ⅱ式であると考えられる。SI908は、完形に復元できる土器が多かったこと、高杯など煮炊きに使われない遺

物が、焼成時ではなく後から2次的被熱を受けているようであること、この2点から、炭化物層は整地の時や廃棄の

時に意図的に燃やした際にできたものではなく、偶然の事故にあって生成され、よって住居は焼失し廃棄されたと考

えられる。あるいは炭化物層が床面のみに一定の厚さで均等に堆積していること、壁には堆積が見られなかったこと

などから、炭化物層は燃焼によって生成されたものではない可能性もある。A区SK108は、土器廃棄場と考えられ、

大量の一括廃棄された土器が出土した。この地域の土器様相を考える上で貴重な資料となる。C区SK816と同様に、

復元してみると、嚢などはわずかで長頚壷の口緑部や高杯杯部・高杯脚部など特定の部分の比率が高い。このことか

ら、土器を廃棄する際に、特定の器種・部位を決めて廃棄する風習・祭祀はこの時期まで存続したのかもしれない。

白江式期に属する遺構には、B区SI745がある。一辺約8mの隅丸方形で、この時期の住居としては大型の住居である。

一家族の住居ではなく、共同で使用するスペースであるかもしれない。この他、法仏Ⅱ式期から白江式期まで継続し

た遺構にD区SD275・277溝がある。SD277は溝の肩部から土器が出土した。このことから弥生時代後期後半から古墳

時代前期前半にかけて川溝に土器を廃棄するという行為が、共通の祭祀として継続していた可能性がある。

人々は、法仏Ⅱ式期にA区近辺で集落を形成し始め、月影式期には定住して西側丘陵上に四隅突出型墳丘墓の鏡坂

墳墓群を築いた。この時期が集落の最盛期だと考えられる。白江式期には南に向かって居住地城を移した、或いは広

げていったと考えられる。その間、継続して南に位置する川溝への土器廃棄を行っていたと考えられる。

古代（第31図）

この時期の遺構はB区からE区において検出されている。A区では遺構は検出されなかったが、遺物は一定量出土

しており、後世に削平されたか、近辺に存在する可能性は高い。まず7世紀中頃の遺構にC区SI615が検出された。

東側壁の掘り込みからカマドの支脚が出土している。天井や袖は失われているものの、カマドと考えられる。この時

代の竪穴住居跡は調査例が少なく、様相が不明な点が多い。それを補う貴重な調査例といえる。各願寺創建に携わっ

た人々が生活していた可能性もある。8世紀代の遺構としてはD区SI271・272・E区SI431の3軒が検出された。いず

れも方形でカマドを持つ。但し、カマドの方向が、SI271は南、SI272は北、SI431は東、と3棟とも違っていること、
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特にSI271とSI272の住居はカマド近距離で向かい合わせになっていることなど不明な点もある。掘立柱建物跡は3棟

検出した。C区SB530・531は小規模な建物で小屋のような施設であると考える。E区SB435は柱間が均等でなく、土

器が出土していないため、柱穴の時期が違う可能性もある。E区SK432からは鉄淳の付着した須恵器・砥石・不明土

製品が出土しており、須恵器の時期から10世紀前半である。鍛冶仕事に伴い出た不要品やごみを廃棄した穴と考えら

れる。D区SD276は弥生時代から続く大溝で、この時代にも、・まだ溝としての機能は保っていたようである。埋土か

ら須恵器・土師器などが多量に出土し、須恵器の時期から、9世紀前半迄に埋没したと考えられる。また、遺構から

の出土ではないが、「鷲」と墨書された須恵器が見つかった。「鷲」という字は類例がなく、複雑な字である。この地

域には、この時代には複雑な字を認識できる人々が生活していた可能性がある。

字名には、その土地の歴史や由来を示す呼称が残される場合が多々ある。『鍛冶町』（かんじゃまち）という字名

は、もともと『鍛冶屋町』（かじやまち）だったものが、なまった呼び方で現在まで伝えられてきたものと推測でき

る。今回の調査では、鍛冶関係の遺構・遺物が検出され、由来を裏付けるとともに、字名の起源が少なくとも10世紀

前半までは遡ることができるのではないかと考えられる。

中世（第31図）

この時期の遺構は、A区からD区まで検出ざれているが、北のA・B・C区では地山の標高が高く、後世に削平され

ているためか、一部の深い遺構を除いて遺構の残りがあまりよくない。遺物に関しては、全ての地区で出土している

が、特にD区での出土が多い。C区で検出したSK587、SK590、SK621は、特にSK587からは底部から備羽口・14世紀

代の中世土師器、SK590からは14世紀代の中世土師器が出土している。はっきりと断定はできないが、備羽口が出土

していることから、鍛冶関連の遺構の可能性がある。D区SX201は、遺構の埋土などから、屋外炉のような施設と考

えられる。県内では、福光町の梅原胡摩堂遺跡で1例類例がある。SX201と類例を比較すると、横壁の石組がSX201

は一段、類例は二段であること、SX201は単独で存在するが、類例は掘立柱建物に伴う、などの違いがある。今後の

調査例の増加を待ちたい。掘立柱建物は6棟検出した。柱穴に伴う遺物が少なく、時期不明のものが多いが、古代の

遺構を切っていたり、埋土の状況から、中世以降に建てられた可能性が高い。B区SD735は遺物の様相から、古代か

ら中世まで長い期間溝として存在したと考えられる。また、出土遺物に青磁・白磁・瀬戸瓶子・天目茶碗など、非日

用品もわずかではあるが見られる。関連は不明ではあるが、近隣には寺も存在し、身分の高い人々が生活していた可

能性もある。

この地域は、射水・婦負二郡の守護代である神保氏の根拠地として、また砺波市に位置する増山城などへ抜ける県

東部と西部とを結ぶ交通の要衝として、早くから争奪戦が繰り返された。山田川を挟んだ両岸の丘陵上には富崎城を

はじめとする山城が密集して築かれている。また、千坊山遺跡でも、中世の屋敷跡と推測される遺構が検出されてい

る。小沢国夜史氏の研究によれば、富崎城の攻防戦は、大きなものは永禄3年・永禄5年・元亀3年・天正10年の4

回あり、その都度、この地域は戦場となったと考えられる。人々は、生き抜くために、ある時は戦国武将の威光を得

て村を守るための制札を買い、求めたり、ある時は山へ逃げて、戦いの収まるのをじっと待っていた、ということであ

る。そのためには、情報を集めてしたたかにどちらの武将に組した方が得策か判断したと思われる。今回の調査では、

戦に明け暮れて命の危険に晒されながらも、少しでも生き延びようとした人々の生活の痕跡をわずかながらうかがい

知ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細辻）
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2　遺物について

弥生時代後期から古墳時代初頭の器種細別型式分類（第32図・第33図・第34図）

全体の器形が分かるものが少ない為、主に口緑部・脚部の形態を中心に分類を行った。なお、ここでは便宜上、器

種の後に付くべき「形土器」は省略した。

（1）嚢

（嚢A・B）有段口緑葉。口緑部外面に擬凹線・凹線を施すもの（A類）と無文のもの（B類）がある。

A（B）1長く外反する頚部に付加状口緑部が付く。擬凹線は2条程度と少ない。

A（B）2　長めの外反する頚部に外反・外傾する短い口綾部が付く。擬凹線は2～3条程度と少ない。

A（B）3　段の屈曲が強く、短く外反する頚部をもち、伸展する口緑部が直立・外傾する。口縁部内面に指頭庄痕

を残すものがある。

A（B）4　短く外反する頚部をもち、伸展する口綾部が外反する。段の屈曲が強いものとやや緩やかなもの、口緑

部内面に指頭庄痕を残すものがある。

A（B）5　段の屈曲が頚部と胴部の境を内側にやや窪ませる程度であり、伸展する口緑部がやや外傾して直線的に

立ち上がる。口緑部内面に指頭庄痕を残すものがある。胴部外面を叩き調整する畿内系の影響を受けたものもある。

A（B）6　段の屈曲が口緑部外面下端で肥厚する程度であり、伸展する口緑部が外傾して直線的に立ち上がる。

B7　かなり短い頚部から口緑部が短く立ち上がり、断面が三角形に近い形態を呈する。

B8　外反する頚部に、斜め上方に短く摘み出した口緑部が付く。

B9　緩く内湾した口縁部をもつ。

BlO　口緑端部を短く上方に摘み上げて受け口状とする。屈曲の強いBlOa、口唇部を凹状に面取りするBlOb、口唇

部を内傾して面取りするBlOcがある。東海・近江系の影響が推定される。

Bll　段の屈曲が強く、口綾部下端を外側に強く突出させる。山陰系の影響が推測される。

（嚢C）「く」の字状口緑葉。

Cl　口緑端部を強く面取りし、断面が三角形に近い形態を呈する。

C2　口緑端部を面取りする。頚部で緩く屈曲して外反する比較的短い口緑部をもつC2a、頚部で強く屈曲して内

面に稜をもち、やや外反して直線的に伸びる口緑部をもつC2b、頚部で屈曲して内面に稜をもち、外反して長く伸

びる口緑部をもつC2Cがある。

C3　口緑端部を丸く仕上げる。頚部で緩く屈曲し、外反する比較的短い口緑部をもつC3a、頚部で鋭く屈曲して

内面に鋭い稜をもち、強く外反する短い口緑部をもつC3b、頚部で屈曲して内面に稜をもち、大きく外反して長く

伸びる口緑部をもつC3C、頚部で強く屈曲して内面に稜をもち、口緑部が外傾して端部が若干内湾気味になる球胴

状のC3dがある。C3dは畿内系の影響を受けたものか。

（2）壷

（壷A）長頸広口壷。外傾・外反する長い頚部をもつ。

Al　口緑端部を丸く仕上げる。

A2　口緑端部を面取りする。

A3　口緑端部に断面三角形の口緑帯を作り出す。口緑帯を浮文や擬凹線で加飾するものもある。

（壷B）長頸有段壷。外傾・外反する長い頚部をもつ。

Bl　口緑部が内湾し、外側に大きく開く。口緑部外面を擬凹線で加飾するものもある。

B2　口緑端部を上方に短く拡張する。ロ綾部外面を擬凹線で加飾するものもある。
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B3　段が強く屈曲する。

B4　段の屈曲が口緑部下端で外側にやや出っ張る程度のもの。

B5　内傾する頚部から、外傾する口緑部が付くもので、口綾部下端が肥厚するB5aと口緑部がやや内湾気味に立

ち上がるB5bがある。B5bは口緑部外面を擬凹線で加飾するものもある。

（壷C）短頸有段壷。

Cl　口緑部が短く外傾し、段の屈曲が口緑部外面下端で肥厚する程度のもの。

C2　段が強く屈曲し、口縁部が外傾気味に立ち上がる。

C3　段が強く屈曲し、伸展する口緑部がやや外反する。

C4　伸展する口緑部が内湾する。

C5　伸展する口緑部がやや外傾して直線的に立ち上がり、段の屈曲が口緑部外面下端で突出する程度のもの。

C6　直立的に立ち上がるやや長い頚部をもち、口綾部が直立気味に立ち上がる。

C7　大きく外反するやや長い頚部をもち、口緑部が外傾する。口緑部外面を波状文で加飾するものもある。

C8　大きく外反するやや長い頚部をもち、口縁部は短く上方に拡張する。

（壷D）やや長い頚部に、外反する口綾部が付く有段壷。

D′1直立的に立ち上がる頚部をもち、ロ綾部が外反する。

D2　段は口緑部外面下端を肥厚させる程度であり、頚部・口縁部ともに外反する。

D3　段は口緑部外面下端を突出もしくは肥厚させる程度であり、頚部・口綾部ともに外傾して直線的に伸びる。

D4　頚部・口緑部ともに強く外反し、口緑部下端を外側に突出させる。山陰系の影響があるか。

（壷E）「く」の字状口縁壷。

El　頚部のくびれが緩やかで、短い口緑部が外反する。端部を丸めるものと面取りするものがある。

E2　頚部のくびれが強く、口緑部が外反して開く。

（壷F）外側上方に直線的に立ち上がる長めの口緑部をもつ。直口壷と推定される。

（壷G）加飾広口壷。他地域の影響が推定されるもの。

Gl　外反する頚部をもち、口緑部は短く上方に拡張して有段口縁とする。口緑帯をスタンプ文や円形浮文で加飾す

る。

G2　外傾して直線的に伸びる口縁端部に断面三角形の口緑帯を作り出す。口緑帯を棒状浮文や擬凹線で加飾するも

のもある。東海系パレススタイル壷の影響が推定される。

（壷H）台付装飾壷を総括する。胴部に突帯もしくは赤彩をめぐらす。胴部で屈曲しそろばん玉状になるものと、胴

部が丸いものがある他、口頚部の形態で更に細分化される。

（壷I）短頸壷。肩の張る胴部に短い口緑部が付く。

（壷J）小型壷。

（3）高杯

（杯部A）杯底部が水平ないしは外側上方へ直線的に伸び、口縁部が底部境で屈曲し、外反して伸びる。底部が大き

めで口縁部が強く外反する浅めのAlと、底部がやや小さいA2がある。

（杯部B）杯底部が椀形を呈し、口緑部が底部境で屈曲し、外反して伸びる。底部がかなり大きく底部境の屈曲が強

いBl、底部が小さく長めの口緑部が付くB2、底部が小さく底部境の屈曲が弱いB3がある。

（杯部C）椀形を呈する。杯底部から口緑部にかけて内湾して立ち上がる。

（杯部D）口緑部がやや内湾して開く。東海系もしくは畿内系の影響が推定される。
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（脚部A）棒状有段脚。

（脚部B）裾部途中で強く屈曲し、外へ直線的に開く。

（脚部C）裾部途中から緩やかに外に開く。

（脚部D）短めの脚部で、裾部で外反する。

（脚部E）脚部中央が膨らみ、裾部で強く屈曲して外反する。畿内系の影響が推定される。

（4）器台

（受部A）有段口縁器台。受部が深く、底部から外反して開き、外反して長く伸びる口緑部をもつ。口縁部外面を擬

凹線で加飾する。

（受部B・脚部B）有段口緑器台。受部は脚部に比して大きく、受部底から外反して伸び、口緑部がやや外傾して立

ち上がる。脚部は中央で最も細くなり、外反して伸びる。

（受部C）受部底から外反・外傾して伸び、口緑端部が短く上方に立ち上がる。受部底から外反して伸び口緑端部を

上方に若干拡張するClと、受部底から外傾して直線的に伸び、口縁部が上方に短く屈曲するC2がある。口綾部外

面を擬凹線で加飾するものもある。

（受部D・脚部E2）受部は平らな皿状となり、脚部は短めで裾部で外反する。受部から脚部に至る孔は無い。

（受部E）小型器台の受部。やや内湾気味に開く。

（脚部A）有段の脚部。棒状になるAlと中央で最も細くなり外反して伸びるA2がある。外面を擬凹線で加飾する

ものもある。

（脚部C）裾部途中から緩やかに外に開く。

（脚部D）受部から脚部にかけてⅩ状に開く小型のもの。脚部中央で、内面に稜をもって強く屈曲する。

（脚部El）脚部は短めで裾部で外反する。

（脚部F）小型器台もしくはその影響を受けた小型の器台の脚部。杯底部から「ハ」の字状に開く。

（5）蓋

（蓋A）摘み頂部が窪み、体部が直線的に伸びる。

（蓋B）摘み頂部が平坦で、体部は内湾する。摘みが高さのある逆台形になるものもある。

（蓋C）小型で、内面に垂下する返しが付くもので、体部は直線的に伸びる。台付壷の蓋と推定される。摘み頂部が

平坦で、摘みの形態が高さのある逆台形になるClと、頂部に2箇所の突起が付くC2がある。

（6）鉢

（鉢A）有段口緑鉢。丸い胴部をもつ。

Al　進展する口緑部をもつ。口縁部外面を擬凹線で加飾するものも多い。

A2　口緑部があまり進展せず、深めの胴部をもつ。

A3　口緑部下端が外側にやや屈曲して外側上方に短く摘み出すもので、深い体部をもつ。

（鉢B）台付鉢。

（鉢C）「く」の字状口緑鉢。深い胴部をもち、口緑部は緩く屈曲して外反する。

（鉢D）平底で、胴部は深く、直立気味に立ち上がる。

（鉢E）有孔鉢。底部が尖り、胴部は外傾して直線的に開くElと、胴部が砲弾形を呈するE2がある。

（鉢F）椀形鉢。

（鉢G）皿状の鉢。平底で、大きく外側に開いて伸びる胴部をもつ

（7）小型土器
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第33図　弥生土器の器種分類図（1／6）
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（小型土器A）内湾する深い胴部をもち、口緑先端が僅かに屈曲して外反する。

（小型土器B）厚い平底で、外傾して開く胴部をもつ。

（小型土器C）平底で、屈曲して外傾・内湾気味に立ち上がる胴部をもつ。 （大野）

古墳時代・古代の器種細別型式分類（第35図）

須恵器　出土した券種は、杯蓋、杯、皿、短頸壷、広口壷、長頸壷、双耳瓶、嚢がある。

（杯蓋）　口緑部の形態から、断面三角形を呈するものを杯蓋A、口緑端部を内側に強く屈曲させるものを杯蓋B、

巻き込むものを杯蓋C、その他、つまみ無いものを杯蓋Dとする。

（杯）　高台がつかないものを杯A、つくものを杯Bとする。更に、体部が外側上方に立ち上がるものをAl・Bl、

Al・Blよりも器高が低く口径が大きいものをA2・B2、器高が高い大型のものをB3、これらには底部と体部の

境が丸いものと角張るものがある。また、体部が大きく外傾するものをA4、皿型を呈するものをA5とする。かえ

りを持つものを杯Hとする。

土師器　出土した器種は、高杯、小型嚢、嚢、鍋、椀、棒状支脚である。

（小型嚢）　小型嚢Aは口綾部がやや内湾し端部を丸くおさめ、体部がやや膨らむもの。小型嚢Bは大きく外反する
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第35図　古代の器種分類図（1／6）
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口綾部の端部を丸くおさめ、体部が直線的に立ち上がる。小型嚢Cは端部を面取りし、ロ緑部が断面四角形を呈する0

小型嚢Dは端部を内側に強く屈曲させるもの。

（嚢）襲Aは外反する口緑端部を丸くおさめ、体部がやや膨らむ。面取するものもある。賓Bは外反するロ緑端部

を丸くおさめ、休部が直線的に立ち上がる。嚢Cは端部を面取りし、口緑部が断面四角形を呈し、体部が直線的に立

ち上がる。嚢Dは口緑端部を内側に巻き込み、体部が直線的に立ち上がる。

（鍋）　鍋は端部を面取りし、ロ緑部が断面四角形を呈する。

（椀）椀Aは黒色処理等を行わないもので、体部が内湾して立ち上がるもの。椀Bは内黒椀。

（皿）　高台がつかないものを皿A、つくものを皿Bとする。

中世・近世・その他製品（第36図）

中世土師器1類はロクロ成形で、やや小さめの平底から外傾する体部がつく。2類はやや丸底気味で器高が浅く、

体部は内湾し、口緑部を丸くおさめる。3類は口緑端部に一段ナデを施し外反させる。4類は丸底でロ緑端部をナデ

て直立気味に外傾させる。5類は平らな底部から体部が強く内湾して立ち上がり、口緑端部をナデて外反させる0　6

類は、底部が丸底で、体部から緩やかに内湾する。器壁が薄く、水簸された土を使う。7類は丸底でロ縁端部を緩や

かに外反させるもの。

その他、珠洲・嚢・すり鉢、瀬戸・鉄粕瓶子胴部、瀬戸美濃・天目茶碗・卸皿、山茶碗、青磁碗・壷、白磁碗・皿、

越中瀬戸・皿、瓦質土器・風炉がある。

石製品には、筋砥石・砥石・石刀・凹石等がある。

金属製品には、古銭・釘・不明銅製品等がある。 （堀内）
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3　婦負における古墳出現期の土器の変遷

井田川・山田川合流域に広がる婦負平野一帯は、古墳出現期における地域的様相と社会の変遷を考える上で極めて

重要な位置を占める地域である。この地域では、ここ数年の集落・墳墓の調査成果から、その豊かな地域性や他地域

との交流関係が明らかとなってきたばかりでなく、古墳時代への社会の転換が早い段階に行われた、政治的にも進ん

だ地域であったことが判明してきている。しかし、このような古墳出現期の動態をより明確なものにするには、土器

の分析による裏付けが不可欠である。そこでここでは、婦負における土器の様相と時間的推移を、先学の研究成果を

基礎として概観したい。なお、今回基準資料とした遺跡は、千坊山遺跡群に含まれる10箇所の遺跡（鍛冶町遺跡、千

坊山遺跡、南部I遺跡、富崎赤坂・離山砦遺跡、富崎墳墓群、鏡坂墳墓群、六治古塚、向野塚、富崎千里古墳群、勅

使塚古墳）に、富山市の杉谷A遺跡、杉谷古墳群、八尾町の翠尾I遺跡を加えた13遺跡である。

（1）各時期の概要

変遷図（第39図～第44図）の作成に際しては、上記の遺跡の遺構一括資料ないしそれに近いものを用い、主に口緑

部・脚部の形態から分類して配列した。紙幅と作成時間の都合上、かなり大雑把な分類となってしまった部分がある。

また現段階では全ての時期にまとまった量の良好な資料が存在する訳ではなく、不安定要素も多い。資料の増加を待っ

て、今後改めて訂正・補足を行っていきたい。また今回出来なかった調整手法や容量などによる分析も今後の課題と

するところである。

I期（法仏I式期）

当期は、先行する法仏I式の形式を受け継いだ在地系土器で構成される。祭式土器は、大型品が多く、スタンプ文

（S字状文、鋸歯文、同心円文）や浮文、赤彩による装飾など、加飾性に富む。

葉形土器（以下、「形土器」省略）は、胴部が長胴もしくは卵形であり、底部は平底となる。有段口緑葉のA・B類

は短い口緑部に長い頚部をもつものが殆どで、付加状口緑となるA（B）2類も多い。A類の擬凹線の条数は少ない。

受け口状口緑のB（A）6類の出土例は稀少である。くの字口緑葉のC類では、端部を面取りするCl類が多い。壷で

は長頸壷が多く、長頸有段となるもののうち口緑部が内湾するB2類は口緑部が外側に大きく広がる。D2類は外来

系の影響が窺えるものであるが、在地化している。台付装飾壷のH類は、胴部が下半部で屈曲しそろばん玉状になる

ものであり、大きさは様々である。長頚のHl類、有段口縁のH2類があり、32は有段口緑壷と棒状脚が結合した大

型品で稀少品である。高杯は大型品が多く、杯底部が直線的になるA類と椀形を呈するB類がある。A類は口緑部が

長く伸び、口緑端部は内面に凸線を作り出すものや肥厚させるもの、短く外に屈曲させるものなどが見られる。B類

は杯底部と口緑部の境が強く屈曲する。高杯の脚部は棒状有段となるものが多い。器台は、大型品が多く、発達した

時期 区分 型式 ・様式 婦　　 負
南加賀 ・漆町

田嶋（1986）

畿内大和

寺沢 （1986）

弥生時代

後期後半 法　　　 仏
I

2　 群
Ⅵ－ 3

（＋）

終　　 末

月　 影　 I
Ⅱ－ 1

3　 群 庄内 0
Ⅱ－ 2

月　 影　 Ⅱ
Ⅱ－3

4　 群 庄内 1
Ⅱ－ 4

古墳時代 前期前半

白　　　 江 Ⅲ
5　 群 庄内2

6　 群 庄内3

古府 クルビ Ⅳ 7　 群
8　 群
9　 群

布留 0

高　　　 畠 Ⅴ 布留 1

表2　変遷案と関連編年の対応の目安
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受部に対して脚柱部は細い。有段口緑のA類と、受部底から外反して伸び口緑端部を強く面取りもしくは付加状口緑

とするC類がある。A類は脚部も有段となる。蓋は通気孔のあくA類と頂部が窪むC類がある。鉢には有段口緑のA類

の大型品がある。

I期（月影式期）

当期は、前期に引き続き土器組成は基本的に在来の形式で構成するが、I期の加飾性は衰退する。以下、Ⅱ期を4

段階（Ⅱ－1・2期は月影I式期、Ⅱ－3・4期は月影Ⅱ式期）に分けて記述する。

嚢は、胴部が卵形となり尖り気味の底部をもつ。有段口緑のA・B類は、Ⅱ－1・2期には頚部が引き続きやや長

めではあるが、口縁部が伸長し始め付加状口緑は無くなる。また、段の屈曲が強くなり、直立もしくは外傾するもの

が多くなる。A類では擬凹線の条数が増える。B5類では口緑部断面が三角形になるものが一定量含まれる。Ⅱ－3

・4期には、頚部は短くなりロ縁部を外傾・外反させるようになる○また、段の屈曲が緩やかになり、口縁下端外面

を肥厚させる程度のA（B）4類、A（B）5類が出現する。外来系の影響が推定されるものにⅡ－1・2期の近江・

東海系の受け口状口緑のB6類があるが、出土例は稀少である○くの字口緑のC類は、I期と変わらず端部を面取り

するCl類が多い。壷は時期が下るにつれ長頸壷が減少し、短頸有段壷のC類の割合が増えて様々な形態のものが出

現する。D2類は外来系の影響が窺えるものであるが、在地化している。くの字口緑のE類の出土量は少ない。台付

装飾壷のH類は小型化し、時期が下るにつれ胴部が丸くなり、定型化してくる。高杯と器台は、時代が下るにつれ小

型化する。高杯のA類は、Ⅱ－2・3期で底部が一旦小さくなる〇二一4期には底部は再度大きくなって、口緑部が

やや短くなり立ち気味になる。I期からの口緑端部内面を肥厚させるものはⅡ－3期まで見られる。B類は、Ⅱ－1

期で底部が一旦大きくなり、Ⅱ－2・3期では再度小さくなり、Ⅱ－4期には口緑部がやや短くなり立ち気味となる。

椀形を呈するE類は、量は少ないがⅡ期を通して存在する○高杯の脚部は、Ⅱ－1・2期は棒状有段となるものと裾

部途中で強く屈曲して直線的に開くものが一定量を占めたが、時期が下るにつれ裾部途中から緩やかに外反するもの

となる。器台は、有段口緑のA類は口緑部外面が無文化し、エー3期には底部が内湾気味になる深い杯部のものが出

現する。A類の脚部は、段の無いものが殆どとなるoC類は殆ど無くなり、Ⅱ－3期には小型のB類、Dl類が出現す

る。蓋は、Ⅱ－1・2期はI期からのA類とC類が継続するが、エー3・4期には摘み頂部が平坦なB類と小型で内

面に垂下する返しが付くD類に入れ替わる。

Ⅱ期（自江式期）

当期には、祭式土器を中心として外来系（特に東海系）の影響を受けた土器（東海系のパレススタイル壷・小型器

台・高杯、畿内系の二重口縁壷・直口壷、山陰系の嚢・壷）が波及する。ただし、それらには在地化したものも多く、

全体的には依然として在地性が強い。

嚢は、胴部が卵形もしくは球胴状となり肩部の張りは弱くなる○底部は尖る。有段口緑葉のA・B類は、口緑部の

外傾・外反が強くなり、A（B）4類、A（B）5類の割合が高くなる。B4には胴部外面を叩き調整する畿内系の影

響を受けた嚢（222）も僅かに存在する。また、山陰系の影響が推測されるものとして口緑下端を外側に突出させる

B7があるが、出土例は稀少である。くの字口緑葉のC類は、口緑端部を丸く仕上げるC2類が増加し、口縁部が外

反して伸びるものが多くなる。壷では、長頸壷が更に減少し、長頸広口壷のAl類は消滅する。残ったものも頚部が

短かめになるなどの退化が進み、頚部が内傾するB4類も見られる。短頸有段壷のC類は依然として様々な形態のも

のがあるが、全体に口緑部の外傾・外反が強くなる。外来系の影響が窺えるものでは、畿内系の二重口緑壷の影響が

推測されるDl類、東海系パレススタイル壷の影響が推定されるD2類、山陰系の影響が推測されるD3類、畿内系

の直口壷であるJ類が出現するが、在地化したものも多い○くの字口緑のE類は増加する。台付装飾壷のH類は、前期

の定型化した小型装飾壷が退化・消滅する。高杯は更に小型化が進み、A類、B類共に口緑部が更に短かめに立つよ
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うになる。その他、口緑部が長く直立気味に伸びる、器高の深いC類が出現する。外来系と在地系の折衷型であるF

類では、C類の杯部と東海系の脚部が結合したFl類がある。外来系の影響が窺えるものでは、東海（もしくは畿内）

系のG類が出現する。高杯の脚部は、前期からの裾部途中から緩やかに外反するものが継続する他、裾部で外反する

もの、東海系のものなどがある。器台は、有段口緑のA類が激減し、小型の器台に転換する。特に、小型器台もしく

はその影響を受けたと考えられるD2類が出現し、増加する。蓋は、前期からのB類、D類が継続する。

Ⅳ期（古府クルビ式期）

当期には、外来系土器は畿内系が強くなる。ただし布留系嚢は受容しない。在地系土器は、祭式土器を中心にやや

衰退傾向にあるものの、依然としてその比率は高い。

嚢は、有段口緑葉のA・B類が衰退し、特に有文のA類は殆ど無くなる。無文のB類は段を僅かに残こす程度のもの

が存在する他、北近江系の長浜嚢と考えられるB8類（271）が僅かに見られる。くの字口緑のC類は、口緑端部を丸

く仕上げるC2類が多くを占め、口緑部が外反して伸びるものの他、外傾する口緑部の端部が若干内湾気味となり球

胴状となる畿内系の影響が推測されるもの（276）が僅かに見られる。壷は、長頸壷が消滅し、短頸有段壷のC類の

口緑部は更に外反が強くなる。外来系の影響が窺えるものでは、畿内系の二重口緑壷の影響が推定されるDl類、山

陰系の影響が推定される大型のD3類、畿内系の直口壷のJ類がある。台付装飾壷のH類は、Ⅱ期で定型化したものと

は形態が異なる小型品（285、286）が僅かに見られる。高杯は前期から継続するC類、Bl類があり、器高が深くな

る傾向がある。外来系の影響が窺えるものでは、東海・畿内系のG類の他、畿内系のH類が出現する。器台は、小型

器台のD2類が多い。装飾器台のE類では、脚部が小型器台脚部に類似し、装飾性が退化したもの（298）が1点のみ

見られる。蓋は、前期からのB類、D類が継続し、B類は摘みが高さのある逆台形となるものが多くなる。

Ⅴ期（高畠式期）

当期の資料として確認しているのは南部I遺跡SIOl出土土器のみである。当期には、土器の形態が斉一化される。

前期に引き続き、外来系土器は畿内系を中心として見られるが、布留系嚢は受容しない。

嚢は、有段口緑葉がほぼ消滅し、くの字口緑葉で占められるようになる。C2類は胴部が倒卵形もしくは球状とな

り、丸底で、強く屈曲して外反する口緑部が付く。この形態に布留系嚢の影響が若干窺えるか。壷では、強く外反す

る短頸有段壷C類と、畿内系の直口壷であるJ類が見られる。また、小型柑型土器のI類が出現する。高杯は前期から

継続する畿内系のH類と、在地系の杯部と畿内系の脚部が結合したF2類が見られる。

（2）数量分析

ここでは、婦負における遺跡別の器種構成比率と嚢の口緑部形態類別構成比率を時期別に算出し、推移を追った。

対象とした遺跡は、集落では鍛冶町遺跡、南部I遺跡、富崎赤坂・離山砦遺跡、墳丘墓・古墳では富崎墳墓群、鏡坂

墳墓群、六治古塚、向野塚、富崎千里古墳群である。土器の出土量は、口緑部計測法によって算出した（宇野1992）。

ただし、個体識別法を併用していない為、実際の出土量が数値に反映されていない面があることを断っておきたい。

①　遺跡別器種構成比率（第37図）

これについては、先学によって、越中では法仏式期から古府クルビ式期にかけて嚢が時期を下るにつれ漸移的に増

加し、それと相反して壷が減少する傾向があることが指摘されていた（稲石1997）。今回の分析は、データ量の不足

や遺跡・遺構の性格差などによってやや不安定な面はあるものの、ほぼ同様の傾向が得られた。集落では遺跡の性格

上当然嚢が多いが、法仏Ⅱ式期には壷の比率が嚢を上回る遺跡が存在し、その後は徐々に壷が比率を減らして月影Ⅱ

式期で壷と嚢がほぼ同量となる。法仏Ⅱ式期から月影Ⅱ式期に至るまでは、北陸東部の他遺跡と比べると、壷の比率

がやや高い印象がある。次の自江式期では壷の比率が激減し、反対に嚢が激増する。高畠式期には再度、嚢と壷が同

量となり、高杯と鉢の比率が急増する。上記の変化に当てはまらない特異な構成比率となるものについては、データ
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に使用した土器数が少ないことが第一の原因として挙げられるが、なかには遺跡や遺構の性格に起因すると推測され

るものもある。例えば法仏Ⅱ式期（月影I式期も含む）の高地性集落である富崎赤坂・離山砦遺跡は嚢が主体となる

構成であり、また、月影Ⅱ式期の鍛冶町遺跡はSI908出土土器のデータを使用しているが、壷が極端に少なく高杯が

非常に多い特徴がある。古府クルビ式期の南部I遺跡は溝祭祀が推測されるSDO2出土土器のデータを使用している

が、高杯と器台が34．1％と高い比率を占めている。

一方、墳墓では、高杯を始めとした祭式土器の占める比率が高い。富崎3号墓以外は出土量が少ない為不安定なデー

タではあるが、壷と嚢の比率については集落とほぼ同様の変化を遂げるようである。ただ、古府クルビ式期の富崎千

里古墳群については、特に土器出土量が少なく傾向が捉えにくい。グラフでは嚢が多用されるようにも見えるが、実

際は口緑部が残存しない壷も一定量存在し、器台も存在する○同時期の首長墓である勅使塚古墳では壷・高杯を多用

しており、首長墓クラスの古墳との階層差を含めて、今後改めて検討を深めていく必要がある。

集　落　　　　　　　　　　　　　　墳　墓
4．6　3．6

富崎赤坂
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第37図　遺跡別器種構成比率
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②　嚢口緑部形態類別構成比率（第38図）

北陸東部における嚢の口緑部形態の時間的な変化については、先学の研究成果により、法仏式期は有段口緑葉とく

の字口緑葉がほぼ同じ比率で、月影I式期には有段口緑葉がかなり優位に立つようになり、月影Ⅱ式期には有段口緑

葉が優位に立ちながらも徐々にその比率を減らし始め、古府クルビ式期にはくの字口緑葉による北陸東部特有の組成

が形成されることが指摘されてきた（小田木1989）。一方、婦負地域では、概ねこれと同様の変遷を辿るものの、法

仏Ⅱ式期には既に有段口緑葉が68％と完全に優位に立っている。更に月影I式期になると有段口緑嚢は90．5％を占め、

月影Ⅱ式期にはほぼ全てとなり、白江式期では比率は減るものの依然として60．7％を占めている。この比率が逆転す

るのは古府クルビ式期になってからであり、この時期にはくの字口緑嚢が66％に急増する。有段口緑葉が殆ど無くな

るのは高畠式期まで下る。これらのことから北陸東部でも婦負は、有段口緑嚢が長期に渡って優位に立ち、くの字口

緑葉への転換時期が遅いという地域性があることが推察される。有段口緑葉における有文口緑の比率については、法

仏Ⅱ式期は18．4％と低いが、月影I式期には29．3％と増加し、有段口緑嚢が最も多くなる月影Ⅱ式期にピークを迎え、

34・2％を占める。自江式期になると19．3％に減少し、古府クルビ式期には1．8％と殆ど無くなり、高畠式期には完全

に消滅する。

（3）まとめ

以上が、婦負における古墳出現期の土器の変遷である。墳墓に見られる特徴も含めて考えると、婦負は北陸東部で

も特に強い地域性をもち、他地域の文化を取り入れながらもその豊かな地域性を長く保持し続けた地域であったとい

える。最後に、集落と墳墓の動向を含めた婦負の変遷の概略を記述し、まとめに変える。

弥生時代後期後半（法仏Ⅱ式期）

出現期。高地性集落を含む集落が2箇所に出現する。周溝墓的な四隅掘り残しタイプの四隅突出型墳丘墓が1基築

造され、これ以降、同形態の墓を特定個人墓として築く墓制が成立する。この墳丘墓の受容形態は、他地域の墓制を

固有のものに消化してから伝統的墓制の素地の上に取り入れたものと考えられ、婦負独特の地域性や他地域との交流

の在り方を示している。先行する在来の形式を受け継いだ土器の様相もこれと合致するものである。

弥生時代終末期（月影I・Ⅱ式期）

成立・発展期。集落は少なくとも6箇所に存在し、相互に等質的な農業共同体が成立する。四隅突出型墳丘墓は、

前期からの四隅掘り残しタイプ1基と突出部が極端に肥大化した「千坊山型」ともいえる形態のもの4基が築造され、

婦負で共通した墓制がとられる。また、月影Ⅱ式期には県内最古の前方後方形墳丘墓が築造される。土器は前期に引

き続き、強い在地性をもつものである。なお、四隅突出型墳丘墓は次の自江式期に1基が造られて以後、消滅する。

古墳時代初頭（白江式期、古府クルビ式期）

流動・再編期（最盛期）。大きな地域社会の変動が起こり、急速に地域の統合が進んで集落が再編される。広域な

範囲を取り込んだ重層的な階層性が生じ、それに応じて墳丘の形態や規模が複雑に序列化する。その中で、首長墓と

して卓越した規模の前方後方墳を県内で初めて導入しており、逸早く大和を頂点とした汎日本的政治秩序に参入して

いったことが推測される。しかしその反面、古墳には葺き石や埴輪を受容しないなどの地域性がある。土器について

も、祭式土器を中心に外来系土器を受容し、古墳時代的土器様相への変化が始まる反面、依然として在地系土器も多

く残り（祭式土器においても自江式期には多くは在地系で、古府クルビ式期になっても並存する）、地域性が維持さ

れる。古墳や土器に見られる選択的な受容形態から、一定の独自性、自立性を持った在地勢力の存在が想定できよう。

古墳時代前期前半（高畠式期）

衰退期。集落が激減し、古墳の有無も不明である。土器は斉一化され、畿内の影響を強く受ける（特に祭式土器は

全て畿内系となる）。ただし、依然として布留系嚢は普及しない。在地勢力が衰退し、地域性が希薄化する。（大野）
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第38図　嚢口緑部形態類別構成比率　　　　　　　　※出土量の算出は口緑部計測法による（宇野1988，1992）

時期 基　　　 準　　　　 資　　　 料

I

鍛冶 町遺 跡A 区SK 130 （6，25）、鍛 冶町 遺跡A 区SD 145 （15）、鍛 冶 町遺跡 A 区包含層 （45）、鍛 冶 町遺跡 C 区S K 8 16

（9，2 2，23，35，3 8，3 9，46）、鍛 冶 町遺跡 C 区下 層包含 層 （2，3 1）、鍛 冶 町遺 跡C 区排水 溝 （4 2）、離 山砦 遺 跡 ‘（13，20，2 1，

4 8）、富 崎赤 坂 遺 跡 （7，1 1，16，18，37，4 9，51）、富 崎 3 号 墓 （1，3，4，5，8，10，12，14，17，19，24，26，2 7，軍8，29，30，32，33，

34，3 6，40，4 1，4 4，5 0，43，47）

Ⅱ－ 1

鍛冶 町遺 跡A 区S K 60 （54，67，71，78，84）、鍛 冶 町遺跡A 区S K 108 （5 5‘，57；62，63，64，6 6，69，68，73，74，7 9，81）、鍛 冶

町遺 跡A 区包含 層 （8 0）、鍛 冶町 遺跡C 区下層 包含 層 （53）、鏡 坂 1 号墓 （52，56，72，75，7 7，82主 南 部 I 遺跡S K O8 〔H

1 1〕 （58，59，6 1，6 5，70，83，8 5）、南部 I 遺 跡試 掘C T 12 （76）、南 部 I 遺 跡試掘 C T 27 （60）

Ⅱ－ 2

l
鍛 冶町 遺跡A 区SI15 （86，88，8 9，9 1，93，94，95，96，9 8，10 0，10 1，103，107，1 14，1 15，1 19）、鍛 冶 町遺跡 A 区S K 120 （8 7，90，

92，97，9 9，104，109，1 10，1 12，．1 13）、鏡 坂 2 号墓 （10 2，10 5，106，10 8，1 11，1 16，1 17，118）

Ⅱ－ 3

千坊 山遺跡S IO4 ・11 （150，－156，157，158，164，16 8，174，17 5）、南 部 1 遺 跡S IO l 〔H 8 〕（120，124，125，12 6，12 8，13 0，13 1，

132，134，135，137，138，139，140，14 1，142，14 3，14 4，14 5，149，151，15 2，153，154，15 5，159，16 6，17 1，172，17 3，178，179，

183，184，186，187，188，189，190）、市 部 I 遺 跡試 掘B T 64 （12 1，127，146，148，165，169，182，18 5）、六 治古 塚 （123，133，

160，16 1，162，163，176，177，180，18 1）

Ⅱ－ 4

鍛 冶 町遺跡B 区S I9q8 （122，129，136，14 7，167，170，191）、 翠尾 I 遺 跡 （19 9，20 2，203，209）、 向野塚 （193，194，195，19 6，

197，2 12）、杉 谷A 遺跡 （192，198，200，20 1，204，2 05，2 06，2 07，2 08，2 10，2 11，2 13）

Ⅲ

鍛 冶 町遺跡B 区S I74 5 （2 14，2 17，2 19，22 1，222，224，226，228，2 29，23 1，2 33，2 38，2 39，24 4，2 55，25 6，26 1，26 5，266，268，

26 9）、鍛 冶 町遺跡B 区S I746 （2 20，2 62）、鍛 冶 町遺跡 C 区上 層包含 層 （232，242，258，259，260，263）、鍛 冶 町遺跡 D 区S D

27 5 （24 1）、鍛 冶 町遺 跡D 区S D 2 77 （2 15，2 16，22 5，22 7，234，236，23 7，240，249）、鍛 冶 町 遺 跡E 区包含 層 （24 5）、南 部

土遺跡 試掘 A T 12 （254）、南 部 I 遺 跡試 掘A T 19 （2 53）、南部 I 遺 跡試 掘B T 2 6 （24 6）、南 部 I 遺跡 試掘 C T 6 （223，

230，寧4 8，250，257，264，267）、翠 尾 I 遺跡 （24 3，24 7，2 51）、杉 谷 4 号墳 （218，235，2 52）

Ⅳ

鍛 冶 町遺跡 A 区S K 4 8 （2 76）、南 部 I 遺 跡S D O2 〔H 8 〕 （27 0，272，273，274，27 5，279，28 1，283，28 7，296，2 98，29 9，3 00，

30 5，3 08，30 9）、 南部 I 遺 跡試 掘B T 2 9 （294，3 03）、 富崎 千里 4 号 墳 （28 8，29 7）、富 崎千 里 6 号 墳 （2 92，30 7）、富 崎

千 里 9 号墳 （28 5，28 6，282，293，304）、 吉崎 千里 10号墳 （2 84）、吉 崎千 里 16号墳 （2 78，30 2）、富 崎千 里17号墳 （2 71）、

勅 使塚 古墳 （2 77，28 0，28 9，29 0，29 1，29 5，306）

Ⅴ
南 部 I 遺跡 SIOl 〔H l l〕 （3 10，3 11，3 12，3 13，3 15，3 16，3 17，3 18，3 19，320，32 1，322，323）、南 部 I 遺跡B T 89 （314）

表3　変遷図基準資料
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第40図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（2）
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第41図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（3）
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第42図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（4）
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第43図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（5）
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第44図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（6）
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第45図　A区出土遺物（1／3）
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附章　鍛冶町遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

鍛冶町遺跡（富山県婦負郡婦中町に所在）周辺の地形は、藤井（1992）を参考にすると、西側・北西側に射水丘陵

および音羽丘陵が存在し、東側に神通川扇状地が認められる。本遺跡は、北西側から砂礫の供給が認められることか

ら、神通川の支流である山田川にそそぎ込む河川が形成した扇状地上に位置すると考えられる。これまでの発掘調査

の結果、弥生時代末の竪穴住居、土器捨て場、溝、土坑、奈良時代の竪穴住居・溝、室町時代の掘立柱建物跡・柵列

・石組遺構などが検出されている。

今回、弥生時代の集落が営まれていた年代に関する情報を得るため、堆積物中から得られた炭化物について放射性

炭素年代測定を実施する。同試料については、植生に関する情報を得るために炭化材の樹種同定も併せて行う。また、

本遺跡の堆積環境および周辺植生に関する情報を得るために珪藻分析・植物珪酸体分析を実施する。

1．試料

試料採取地点であるC区南壁の層序は、上位より1～9層に分層されている。最下部の9層は、下部が砂礫、上部

が砂層である。8層は、暗褐色シルト混じり砂よりなる。7層は、暗褐色シルト質砂よりなり、腐植がやや集積し炭

化物も混じる。本層上面が弥生時代後期の遺構確認面にあたる。5層・6層は、褐色砂を主体とし、灰色シルトブロッ

クが混じる。5層上面が古代の遺構確認面にあたる。

土壌試料は、5層上部・下部の2点、6層～8層の各層1点、9層上部・下部の2点の合計7点（上位より試料番

号1～7）を採取した。この内、試料番号1・4・6について珪藻分析を、試料番号1・4について植物珪酸体分析

を実施する。また、放射性炭素年代測定および樹種同定を行う炭化物は、弥生時代後期の遺構確認面直下の7層最上

部（試料番号1）・上部（試料番号2）から採取された合計2点である。

2．分析方法

（1）放射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。なお、今回は、微量な試料であるため、加速器質量分析法で行

う。なお、炭化材については、その樹種も調べる。

（2）樹種同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡を用いて木材組織

の特徴を観察し、種類を同定する。

（3）珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪藻化石を

濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封

入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステー

ジで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する（化石の少な

い試料はこの限りではない）。種の同定は、原口ほか（1998）、Krammer（1992）、KrammerandLange－Bertalot（1986、
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1988、1991a、1991b）などを参照する。

同定結果は、海水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた一覧

表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能につい

ても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

堆積環境の解析に当たっては、海水～汽水生種は小杉（1988）、淡水生種は安藤（1990）、陸生珪藻は伊藤・堀内（1991）、

汚濁耐性種は、AsaiandWatanabe（1995）の環境指標種を参考とする。

（4）植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理（70W、250KHz、1分間）、沈定法、重液分離

法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2．5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡

しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを

作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科菓部（葉身と菓鞘）の菓部短細胞に由来した植物

珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および菓身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、

近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

3．結果

（1）放射性炭素年代測定

結果を表1に示す。両試料の年代値は7層最上部が1910±30BP、7層上部が2100±30BPである。なお、表中に示

した613Cの値は、加速器を用いて試料炭素中の13C濃度（13C／12C）を測定し、標準試料PDB（白亜紀のベレムナイト

類の化石）の測定値を基準として、それからのずれを計算し、千分偏差（％。：パーミル）で表したものである。今回

の試料の年代値は、この値に基づいて補正した年代である。

表1放射性炭素年代測定結果

試料名‘ 層位 質 樹種
同位体

補正年代
613C （％。） 測定年代 Code N o．

弥生時代遺構確認面最上部 7 層 炭化材 不明 1910±30 －28．17±0．89 1940±30 IA A A －10653

弥生時代遺構確認面上部 7 層 炭化材 ニレ属／ケヤキ 2100±30 －26．44±1．03 2 120±30 IA A A －10654

注．（1）年代値：1950年を基点とした値。

（2）誤差：標準偏差（ONESIGMA）に相当する年代

（3）613C：試料炭素の13C／12C原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて同様に算出した値

（2）樹種同定

結果を放射性炭素年代測定結果と共に表1に示す。試料番号1は、木材組織が観察できず、不明とした。試料番号

2はこレ属またはケヤキに同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ニレ属またはケヤキ（UlmusorZblkovaserrαta（Thunb．）Makino）　　ニレ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性または異性Ⅲ型、1～6細胞幅、1～50細胞高。観察した

範囲では、結晶細胞が稀に見られるが、鞘細胞は確認できない。

（3）珪藻分析

結果を表2に示す。珪藻化石の産出は各試料とも非常に少なく、試料番号4・6から保存状態の悪い珪藻化石が数

個体産出しただけである。また、試料番号1では無化石であった。
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表2　珪藻分析結果

種琴
生態性 環境

指標種 1　　　 4　　　 6塩分 pH 流水

A ctinopty chus sen arius （Eh r．）Ehrenb erg E u h A 1

T h alassionem a nitzschioides （G run．）Grunow E u h A ，B 3　　　 1

T h alassiosira spp． Eu h 1

N itzschia p alea （K uetz．）W ．Sm ith 0 gh －M eh ih d in d S 1

N avicula m utica K u etzing O gh－ind a1－il in d R A ，S ．1

P in nulai・ia brebis云on ii（K u etz．）Raben horst 0 gh －ind in d in d ‘U 1

海水生種合計

淡水～汽水生種合計

淡水生種合計

珪藻化石総数

0
　
0
　
0
　
0

4
　
0
　
1
　
5

l

 

l

　

1

　

3

凡例
H．R．：塩分濃度に対する適応性　pH：水素イオン濃度に対する適応性　C．R．：流水に対する適応性

Euh　　　：海水生種　　　　al－il：好アルが）性種　　　　ind：流水不定性種

0gh－Meh：淡水一汽水生種　ind：pH不定性種
0ghーind　：貧塩不定性種

環境指標種
A：外洋指標種，B：内湾指標種（以上は小杉，1988）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種（以上はAsai，K．＆Watanabe，T・，1986）
R：陸生珪藻（RA：A群，RB：B群，RI群、伊藤・堀内，1991）

検出される産出種は、海水生種のAcが叩秒C〟日e乃αr鋸、乃αα∫∫0乃e椚α破昔C最oide∫、乃dJα∫∫0∫相即・、淡水一

汽水生種の期柁∫C短り通お、流水不定性種のP乃乃〟αrαre緬∫0乃わ、陸生珪藻A群の肋Vic〝dm〟がCαである。なお、陸生

珪藻A群とは、陸生珪藻の中でも分布がほぼ陸域に限られる耐乾性の高い種群のことである（伊藤・堀内，1991）。

（4）植物珪酸体分析

結果を表3に示す。植物珪酸体は2試料ともほとんど検出さ

れない。また、僅かに検出される植物珪酸体は、保存状態が悪

く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

試料番号4では、タケ亜科の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体、

ススキ属の短細胞珪酸体、その他に種類の判別が困難な不明短

細胞珪酸体（キビ型・ダンチク型）がわずかに検出される程度

である。

試料番号1では、種類の判別が困難な不明キビ型短細胞珪酸

体（キビ型）と不明機動細胞珪酸体がわずかに認められるに過

ぎない。

表3　植物珪酸体分析結果

種　類
試料番号

イネ科菓部短細胞珪酸体

タケ亜科
ウシクサ族ススキ属

不明キビ塑

不明ダンチク塑
イネ科菓身機動細胞珪酸体

タケ亜科

不明

合　　計
イネ科菓部短細胞珪酸体

イネ科菓身機動細胞珪酸体
総　計

4．考察

（1）堆積物の年代観

今回の結果では7層最上部が約1900年前、7層上部が約2100年前の年代値が得られた。上部の試料と最上部の試料

で約200年程度の差があるが、層位的に矛盾がない。試料が包含層中に含まれる炭化物であり、また測定時の誤差範

囲を考慮すると、7層が堆積したのは約1900～2100年前と考えられる。この年代値は、7層上面で弥生時代後期の遺

構が検出されていることと調和的な結果である。今後、遺構に伴う炭化物などについて年代測定を実施し、それらを

統計的に扱うことで、さらに詳細な年代観が得られていくものと期待される。
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（2）遺跡周辺の古環境

今回、堆積物中から珪藻化石はほとんど検出されなかった。僅かに検出される種類は、海水生種、流水不定性種、

陸生珪藻である。前述のように、本遺跡の堆積物は後背の丘陵から供給された扇状地性の堆積物で構成される。した

がって、検出された珪藻化石の中で、海水生種は遺跡の後背地に分布する新第三紀中新世の音川累層（例えば藤井，

1992）に由来する可能性がある。また、その他の種類も様々な環境で生育していたものが、扇状地堆積物として二次

堆積したと考えられる。

また、植物珪酸体も堆積物中からほとんど検出されなかった。本遺跡の立地条件および本遺跡の堆積物は砂分が多

いことを考慮すると、堆積速度が速い、あるいは堆積時間が短いため、堆積物中に化石が取り込まれ難い環境にあっ

たことが考えられる。また、僅かに検出される化石の保存状態が極めて悪いことから、堆積後の経年変化によって化

石が分解・消失した可能性もある。

ここで、本遺跡では、弥生時代後期と古代で遺構が検出されており、弥生時代頃一時的に離水、乾陸化したことが

考えられる。弥生時代の遺構が掘り込まれた7層では、腐植がやや集積し炭化物なども検出されている。この炭化物

の14C年代値から、一時的に離水したのは約1900～2100年前で、当時の遺跡周辺には腐植の由来となった草本類など

の植生が認められたと考えられる。したがって、これらの層準においてイネ科草本の植物珪酸体が増加すると思われ

るが、今回の結果をみるとその傾向が読みとれない。これは、当時の地表面最上部がその後の扇状地の発達によって

削剥されているのかもしれない。

今回の分析により本遺跡の堆積物の年代指標は得られたが、珪藻化石・植物珪酸体の産状から古環境を十分に復元

することは難しい。ただし、堆積物中より得られた炭化材より、周辺にはニレ属またはケヤキなどが生育していたと

考えられる。当時の古環境については、今後、遺構に伴って出土する炭化材の樹種同定を行うなど、他の観点からの

検討を試みていきたい。
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図版1植物珪酸体分析プレパラート内の状況写真・珪藻化石
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1．状況写真（試料番号1）

2．状況写真（試料番号4）

3．Pinnulariabrebissonii（Kuetz．）Rabenhorst（試料番号6）

4．Nitzschiapalea（Kuetz．）W．Smith（試料番号6）
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図版31．Sll5遺物出土状況（南から）2．Sl15（南西から）3．Sll5－Pl断面（北から）

4，S‖5炉断面（東から）5．Sll5－P2断面（北から）6．SK48遺物出土状況（南から）

7．SK12遺物出土状況（西から）8．SKlO8遺物出土状況（南から）9．SK120遺物出土状況（西から）


